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資料 1

※なお,A証の選択型実務修習及びB班の集合修習のｶﾘｷｭﾗﾑ終了後， §科貝の筆配考賦が行われる予定である°

修習区分

A班

修習期間 移勵日

B斑

修習期間 移動日

導入修習

開始日 30.12.3(月）

終了日 .30.12.21（金）
◆

｡

実日数 15

30.11.27(火)～
30.12.2(日)燕6日

30.12,22(土)～

30.12.28(金)※7日

開始日 30..12.3(月）

終了日 30.12.21(金）

実日数 15

30.11.27(火)～

30.12.2(日)※6日

30.12.22(i)~
30.12.28(金)※7日

分
野
別
実
務
修
習

第1クール

第2クール

第3クール

第4クール

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

_開始日

終了日

実日数

31.1.4(金)．

31.2.27(水）

37

31.2.28(木）

31.4.22(月）

37

31.4.23（火） ．

31.6.19(水）

36

31.6.20(木）

31.8.9(金）

36

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

実日数

開始日

終了日

I
実日数

31.1.4(金）

31.2.27(水）

37

31.2.28(木）

31.4.22（月）
合

37

31.4.23(火）
旬

31.6.19(水）

36

31.6.20体）

31.8.9(金）

36

選
択
型
実
務
修
習
及
び
集
合
修
習

集合修習
開始日

31.8.15(木）

終了日 31.9.27(金）

実日数 30

選択型修習
開始日

31.10.2(水）

終了日 31.11.18(月）

実日数 32

自由研究日 31.11.19(火）

31.8.10(土)～
31.8.14（水）※5日

31.9.28(土)～
31.10.1(火)※4日

選択型修習
開始日

31.8.10(土）

終了日 31.9.27(金）

実日数 32

習 31.10.3体）

終了日 31.11.18(月）

実日数 30

自由研究日 31.11.19(火）

31.9.28(土)～
31.10.3(水)※6日
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【資料編】 ：

資料1合同研修(種類別）
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､資料3平成31年度裁判官研修実施計画力.レンダー

※末尾に，平成3’年度裁判官研修のイメージ(図)を添付しています。
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本書面の使い方 〆

1 はじめに

(1)社会の変化に応じて紛争解決の困難性が高まる中で， ．｢裁判の質」を確保す

，るためには， 「広い視野を持ち， 自ら考えて事案の本質を深く洞察する力」が

： 一層重視されるようになったといえます。

： ､ :そして， 「裁判の質」を確保するためには， このような広い視野や深い洞察

： ､ という判断の質を支える部分のみならず，組織，部全体として事件処理に関わ

るという考えの下，組織や部を活性化し，合議体による充実した合議が行われ，
．. ． ： 、

: ： ：書記官や家裁調査官等の一般職員との十全な連携が行われることもまた不可欠
， r. ､_･ . 3 . ｡､ G ｡ q d ･ 、 ・ ・

‘ 、です．
．． ， ． ： ： ：

、 裁判官が，求められる資質・能力を習得し，その力量を向上させていくため

には，上記のような点を意識しつつ， 日々の事件処理に対する真蟄な取組を積

; : ‘み重ねること,各自が自標とする裁判官像を描きつつ; 自らの資質.能力の向
:上を目指して, ,主体的・自律的に不断の自己研さんに励むことが必要です。

、 司法研修所において実施する合同研修は， このような裁判官の自己研さんを
． ． ： ． 、 ． ： ‘

･支援することを主たる目的としています。

… そのような観点から， 自己研さんの支援を目的とする研修に参加することが’

自らの能力等の向上につながることを意職して，応募型の研修については積極

: ､的に応募するようにしてください（もとより，応募に当たっては，担当職務の

‘状況等も踏まえるようにしてください。 ） 。

: (2)裁判官の合同研修は， ｢判事･判事補の研修」 と 「簡易裁判所判事の研修」

ゞ ‘に分けられており， 「判事・判事補の研修」については，①裁判系（事件の分
． ． ． ：

¥ ：野別の研修） ，②導入系（新たな職務等に就いた際の研修） ，③基盤系（一般

" ;; :的資質・能力を酒養するための研修）の3系統に， 『簡易裁判所判事の研修』

については，①裁判系，②導入系の2系統に整理されています。

‘ : : ‘それぞれの系統別の研究会に関する詳しい説明については,後記の説明編の
．． ： ， ． ,

: : ､該当部分を御覧ください。 、 ： ： 、
． ．， ：

皇、本書面の使い方
． ： ．

本書面は，説明編と資料絹に分かれています。 。 ：

ザ
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(1)説明編では，第1で合同研修の全体像について説明し，第2で判事・判事補

の合同研修についてウ左陪席クラス（未特例判事補） ，右陪席クラス（特例判

事補，判事） ，裁判長クラス(判事)の段階ごとに参加できる研究会を整理し

て記載しています。

第1では，合同研修の位置付けが確認できます。第2では，裁判官各自に関

係する箇所等を参照することにより，①必ず参加しなければならない研究会は

:あるか，②応募できる研究会は何かなどが確認できます。各クラスは1－審を

念頭に置いたものであり，高裁に所属する裁判官は, ､自己の年次等を踏まえて

1関係する箇所等を参照してください。

;なお，本書面に記載した参加対象者等は，現段階における一応の目安です。

:具体的な応募条件等については，研究会実施の4か月前を目処に高等裁判所を

､通じて参加者を募集する際に改めてお知らせしますので,応募に当たってはそ

参の際に配布される資料を確認してください。

(2)資料編では，各研究会について，種類別及び時系列で整理した表を載せてお

り（資料1,2） ，各研究会の詳しい内容や,応募型の研修かどうかなどが確

認できます｡また，カレンダー（資料3）は期日簿に挟むなどして，適宜参照

してください。

､ ,

1

子
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？

第1 合同研修の全体像

の1 判事・判事補の合同研修

(Q判事-判事補の合同研修を①裁判系②導入系,③基盤系の3系統に
整理しています。

①裁判系（事件の分野別の研修）

②導入系（新たな職務等に就いた際の研修）

③基盤系（一般的資質。能力を潤養するための研修）
_ノ

、_ノ

| （')裁判系_"」（1）裁判系

裁判系の研究会は，裁判事務に関する応募型の研修です。

研究会の主たる対象者に応じて，民事，刑事及び家裁の事件分野ごとに，

①基礎研究会（左陪席クラスを主たる対象とするもの）

②基本研究会（右陪席クラスを主たる対象とするもの）

③実務研究会(裁判長･右陪席クラスを主たる対象とするもの）

④専門研究会（テーマを定めて実施し，特定のテーマについて研究・討議する

のに適した裁判官を主たる対象とするもの）

の4類型の研究会を実施しますので，応募する際の目安にしてください。

/戸一一 、基礎研究会

（左陪席）

基本研究会

（右陪席）

專門研究会

（テーマ）

－4コ謬一
、

ノI
実務研究会

〔石陪席・裁判長） _－ノ、‐

事件分野ごとの基礎”基本・実務・専門の各研究会については，資料編末尾の

平成31年度裁判官研修のイメージ（図）も参照してください。
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導入系の研究会は，以下のとおり，一定の年次に達したときや，新たなポスト

に就いたり，一定の役割を担うようになった際の導入を目的とする研修であり，

年次・ポストによる研究会は，原則として，対象者の全員が参加する指名型の研

修です。

①年次（一定の年次に達した際に行うもの）

例）新任判事補研修，判事補基礎研究会，判事任官者研究会

②ポスト（特定のポストに就任した際に行うもの）

例）支部長研究会，新任部総括裁判官研究会‘実務協艤会

③役割（一定の役割が期待される立場にある者を対象として行うもの）

例）中堅判事研究会，部総括裁判官実務研究会

具体的には，経験年数等に応じ，次の図に記載した各研究会に参加することに

なりますが， この他に，支部長（支部長研究会） ，法科大学院への派遣教員（法

律実務教育研究会）等，特定のポストに就いたり，役割を担うようになった裁判

官を対象とする研究会があります。

両
Ｌ
／

Ｊ
、

_｢l
、／

１
／
Ｊ
、

回 Ｊ
１
／
Ｊ
、

１
／
Ｊ
、

5

（2）導入系

瀞
０
‐
ｕ
ｑ
ｌ
Ｉ
Ｉ壬判唱

G b 守 戸

罫
9篭研修（任官直後･72

組）

判事補識
や b

珊究会（3年目・eg期）

中堅判事厨 :究会(応
［ 。． 『

認。概ね54～5s組）

新任部I縮裁判官研究会C開たに部総括になった者）



|届)基盤系」（3）基盤系

基盤系の研究会は，法律分野そのものではなく，その背景となる社会，経済や

隣接領域である自然科学等に関する知見を得て，視野を広め，あるいは思考を深

めることを通じ，一般的資質・能力を高めるきっかけとするための応募型の研修

です。

このうち,59期から68期までの若手裁判官を対象とする基盤系の研究会(知

的基盤）は，裁判に関連する周辺諸科学（※）についての基礎的知見の修得を支

援するものとして，判事以上（ただし，テーマによっては特例判事補も対象に含

む。 ）を対象とする基盤系の研究会（裁判基盤）は，裁判との関わりがある現代

社会における重要課題を多角的観点から掘り下げていくものとして実施します。

基盤研究会1．s

（知的基盤）
※59～68期

※知的基盤において取り上げるテーマ

裁判に関連する周辺諸科学である，①財務。会計，②経済学。経済情勢，③統

計。データ分析，④心理学・行動科学，⑤科学哲学。科学の方法論等をテーマと

して順次取り上げていく予定です。

平成31年度には，①財務・会計，③統計。データ分析を取り上げる予定です。
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2簡易裁判所判事の合同研修

簡易裁判所判事（以下， 「簡裁判事」という。 ）の合同研修は，①裁判系，

②導入系の2系統に整理しています。

E コ
ー定年数以上の経験を有する者について，訴訟運営や個別テーマの理解の深化

を支援する研修（応募型）です。

F三丁諏素－コ
－定の年次に達した時の職務への導入のための研修(対象者全員が参加）です。
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第2判事・判事補の各段階に応じて参加できる研究会等

判事・判事補を対象とする研究会について，左陪席クラス（未特例判

事補） ，右陪席クラス（特例判事補，判事） ，裁判長クラス（判事）の

各段階に応じて参加することができる研究会等を整理しています（【 】

内の数字は，資料1における番号を示しています。 ） 。

応募が可能か，又は参加が予定されている研究会等は次のとおりです。

に函重］
○基礎研究会

IT基礎研究会【1】

医療基礎研究会【2】

行政基礎研究会【3】 （行政・民事事件担当者）

知的財産権基礎研究会【4】 （69期以上）

○基本研究会

（家裁分野）

少年基本研究会【1 1】 （少年事件担当者）

○専門研究会

（民事分野）

民事通常専門研究会2（合艤充実） 【21】 （民事事件担当者）

｢尋~ﾇｰ素可
新任判事補研修【31】 （72期・対象者全員が参加）

判事補基礎研究会【32】 （69期･対象者全員が参加）

霞
基盤研究会1 （知的基盤） 【44】 （68期以上）

8

1 左陪席クラス（未特例判事補）



※統計・データ分析をテーマとして取り上げる予定

基盤研究会5（知的基盤） 【48】 （68期以上）

※企業会計及び税務会計をテーマとして取り上げる予定

応募が可能か，又は参加が予定されている研究会等は次のとおりです。

○基礎研究会

IT基礎研究会【1】 （特例判事補）

医療基礎研究会【2】 （特例判事補）

行政基礎研究会【3】 （特例判事補・行政・民事事件担当者）

知的財産権基礎研究会【4】 （特例判事補）

○基本研究会

※当教官室では，判事補の間に，民事通常又は刑事の基本研究会のいず

れかには必ず参加し，家事又は少年の基本研究会にも積極的に参加する

ことが望ましいと考えています。

（民事分野）

民事通常基本研究会1， 2【5， 6】 （57期以下）

建築基本研究会【7】 （民事事件担当者）

（なお,建築実務研究会と通じて応募することができる。）

労働基本研究会【8】 （労働事件又は労働審判事件担当者）

（なお,労働実務研究会と通じて応募することができる｡）

（刑事分野）

刑事基本研究会【9】 （57期以下） ．

（家裁分野）

家事基本研究会【10] (家事事件担当者）

（なお，家事専門研究会2 （面会交流）と通

じて応募することができる。 ）

9

2右陪席クラス（特例判事補・判事）



少年基本研究会【1 1】 （少年事件担当者）

○実務研究会

（民事分野）

金融・経済実務研究会1 ， 2【12， 13】 （民事事件担当者）

建築実務研究会【14】 （民事事件担当者）

（なお,建築基本研究会と通じて応募することができる｡）

医療実務研究会【15】 （民事事件担当者）

行政実務研究会【16】 （行政事件担当者）

労働実務研究会【17】 （労働事件又は労働審判事件担当者）

（なお,労働基本研究会と通じて応募することができる｡）

（刑事分野）

刑事実務研究会1， 2【18， 19】 （刑事事件担当者）

○専門研究会

（民事分野）

民事通常専門研究会1 （債権法改正1) [20] (民事事件担当者）

民事通常専門研究会2 （合艤充実） 【21】 （民事事件担当者）

民事通常専門研究会3 (IT化) [22] (民事事件担当者）

民事通常専門研究会4（争点整理） 【23】 （民事事件担当者）

民事通常専門研究会5 （複雑困難訴訟） 【24】 （民事事件担当者）

民事通常専門研究会6 （債権法改正2） 【25】 （民事事件担当者）

（刑事分野）

刑事専門研究会3（現代刑事法の諸問題） 【28】 （刑事事件担当者）

（家裁分野）

家事専門研究会1 （後見） 【29】 （後見関係事件担当者）

家事専門研究会2 （面会交流) [301 (面会交流事件担当者）

（なお,家事基本研究会と通じて応募することができる｡）

唖
判事任官者研究会【33】 （現行62期及び新62期・対象者全員が参加）

支部長研究会【35】 （初めて支部長とされた者・対象者全員が参加）
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中堅判事研究会【39】 （概ね54期から58期まで・応募型）

家裁実務研究会【401 (家事上席）

法律実務教育研究会1 【42】 （法科大学院に派遣されている判事又は判

事補）

法律実務教育研究会2【43】 （法科大学院に派遣されている，又は派遣

される判事又は判事補）

艤蕊露
基盤研究会1 （知的基盤） 【44】 （59期以下）

※統計・データ分析をテーマとして取り上げる予定

基盤研究会2 （裁判基盤） 【45】 （判事）

※人工知能(AI)に関するテーマを取り上げる予定

基盤研究会3 （裁判基盤） 【46】 （特例判事補以上）

※裁判官のワークライフバランスに関するテーマを取り上げる予定

基盤研究会4 （裁判基盤） 【47】 （判事）

※現代社会とメンタルヘルスに関するテーマを取り上げる予定

基盤研究会5 （知的基盤） 【48】 （59期以下）

※企業会計及び税務会計をテーマとして取り上げる予定

応募が可能か，又は参加が予定されている研究会等は次のとおりです。

唖
○基本研究会

（民事分野）

建築基本研究会【7】 （民事事件担当者）

（なお，建築実務研究会と通じて

労働基本研究会【8】 （労働事件又は労｛

（なお，労働実務研究会と通じて

建築実務研究会と通じて応募することができる。）

【8】 （労働事件又は労働審判事件担当者）

労働実務研究会と通じて応募することができる。）

11

3裁判長クラス（判事）



（家裁分野）

家事基本研究会【101 (家事事件担当者）

（なお，家事専門研究会2 （面会交流）と通

じて応募することができる。 ）

少年基本研究会【1 1】 （少年事件担当者）

○実務研究会

（民事分野）

金融・経済実務研究会1， 2【12， 13】 （民事事件担当者）

建築実務研究会【14】 （民事事件担当者）

（なお,建築基本研究会と通じて応募することができる｡）

医療実務研究会【15】 （民事事件担当者）

行政実務研究会【16】 （行政事件担当者）

労働実務研究会【17】 （労働事件又は労働審判事件担当者）

（なお，労働基本研究会と通じて応募することができる。）

（刑事分野）

刑事実務研究会1， 2【18， 19】 （刑事事件担当者）

○専門研究会

（民事分野）

民事通常専門研究会1 （債権法改正1) [2o] (民事事件担当者）

民事通常専門研究会2 （合議充実） 【21】 （民事事件担当者）

民事通常専門研究会3 (IT化) [22] (民事事件担当者）

民事通常専門研究会4（争点整理） 【23】 （民事事件担当者）

民事通常専門研究会5 （複雑困難訴訟） 【24】 （民事事件担当者）

民事通常専門研究会6 （債権法改正2） 【25】 （民事事件担当者）

（刑事分野）

刑事専門研究会1 （裁判員） 【26】 （新たに裁判長として裁判員裁

判を担当する者・指名制）

刑事専門研究会3（現代刑事法の諸問題） 【28】 （刑事事件担当者）

（家裁分野）

家事専門研究会1 （後見） 【29】 （後見関係事件担当者）
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家事専門研究会2 （面会交流) [30] (面会交流事件担当者）

（なお‘家事基本研究会と通じて応募することができる｡）

匝
新任部総括裁判官研究会【36】 （初めて部総括判事に指名された者・

対象者全員が参加）

家裁実務研究会【401 (家事上席）

部総括裁判官実務研究会【41】 （部総括就任後一定期間を経過した者・

応募型）

躍蕊認
基盤研究会2～4（裁判基盤） 【45～47】

※基盤2【45】は人工知能(AI)に関するテーマ，同3[46】

は裁判官とワークライフバランスに関するテーマ，同4【47】は

現代社会とメンタルヘルスに関するテーマを取り上げる予定

1～3に記載した各クラスは一審を念頭に置いたものであり，高裁に所属する

裁判官は， 自己の年次等を踏まえて，関係する箇所等を参照してください。

また，次の研究会については，高裁に所属する裁判官（部総括を含む。 ）のみ

が応募可能です。

唖
○専門研究会

（刑事分野）

刑事専門研究会2（控訴審） 【27】 （刑事事件担当者）

13

● L 才

4高裁に所属する裁判官



(資料1） 合同研修（種類別）

第1 判事・判事梢の合同研修

1裁判系･(事件の分野別の研修）

（1）基礎(主たる対象者は，左陪席）

一

1

ー

番号

応
募
型
◆

名称

凸● ①

実施時期 期間 人員 対象者等

●◆

▲ ■

概要

1 ◆ IT基礎研究会
31.11.18(月）

～11.19(火）
2日 40

地方裁判所又は家庭裁判所の判
事補

今 年

システム開発，インターネットに関する基礎的な知職
についての繍演等を行う予定

2 ◆ 医療基礎研究会
32.2.19(水）

～2．21(金）
3日

0

4

55
地方裁判所又は家庭裁判所の判
事補

医療に関する基礎的知織についての講演や，医療機関
における実地研修等を行う予定

3 .◆ 行政基礎研究会 ．

q ざ、

31.9..30（月） ．

～10．2(水）
3日 40

①

地方裁判所で行政事件又は民事．
事件を担当する判事補

左陪席裁判官として行政事件を担当する際に必要とな
る行政法の基礎的知織についての講演や，実務上の留
意点等についての共同研究等を行う予定

4． ◆ 知的財産権基礎研究会
32.3.9(月）

～3.11（水） ．
3日 15

地方裁判所又は家庭裁判所の判
事補（69期以上）

知的財産権に関する基礎的知職についての講演や，東
京地裁知財部における実地研修等を行う予定



(資料1） 合同研修（種類別）

(2)基本（主たる対象者は,右陪席）

■

※一部のカリキュラムについて，裁判所職員総合研修所との合同実施を予定

2

番号

応
募
型
◆

名称 実施時期 期間 人員 対象者等 概要

5 ◆ 民事通常基本研究会1
※

31.6.12(水）

～6.14(金）
3日 50

地方裁判所で民事事件を担当す
る，又は民事裁判に関心がある
判事（57期以下）又は特例判
事補

訴訟運営の方法，事実認定，書記官との連携，部等の
組織運営への関与の在り方等について共同研究等を行
う予定

6 ◆ 民事通常基本研究会2
31.10.23(水）

～10.24(木）
2日 40．

● G
●

地方裁判所で民事事件を担当す
るヅ又は民事裁判に関心がある
判事（57期以下）又は特例判
事補

q

民事通常基本研究会1に同じ

7 ◆

①

建築基本研究会
31.11‘12(火）

～11.14(木）
3日 30

高等
事事
判事
て応

競判所又は地方裁判所で民
牛を担当する判事又は特例
闇（建築実務研究会と通じ
寡することができる。 ）

建築の専門的知見に関する講演や，建築訴訟に特有の
実体法上の問題について共同研究等を行う予定

8 ◆ 労働基本研究会
31.12.3(火）

～12．5(木）
3日 40

向寺…和”Iハロ全やﾉJ…TJ”Uｰノj

働事件又は労働審判事件を担当
する判事又は特例判事補（労働
実務研究会と通じて応募するこ
上ができる。 ）

標準的な労働事件一般に関する諸問題及び審理運営の
在り方等について共同研究等を行う予定



(資料1） 合同研修（種類別）

＝

〆

』イ刑事分野

タグ

※一部のカリキュラムについて，裁判所職員総合研修所との合同実施を予定

3

番号

応
募
型
◆

● ▽

■ 甲 ■

◆

■

●●

名称

■
８

●●

実施時期”
①

ｆ
垂

期間 人員
夕

●

■

■

対象者等
色

課

Q④ ■ 0 4

Ｆ
Ｄ

■口 中 ■

■ ● 0

b■ ▽
概要

●
●

●『 声 ■●
B ●●

9 ◆ 刑事基本研究会
※

31.11.20(水）

～11.22(金）
3日

｡ ①

50

地方裁判所で刑事事件を担当す
る，又は刑事裁判に関心がある
判事（57期以下）又は特例判
事補

９
９

単独事件等の公判
書記官との協働，

準備，審理，判決のスキルアップ，
部等の組織運営への関与の在り方等

について共同研究等を行う予定

番号

応
募
型
◆

・ 名称 ①

■

■

■ 己

●
顕 実施時期

●

期間 人員
申

●｡

0 6｡

対象者等 中
。
■

●

◆

● ● ■

概一要
旬 ■

p 4 ■

10 ◆ 家事基本研究会
※

31.11.6（水） :

～11．7（木） ．
2日 50

家庭裁判所で家事事件を担当す
る判事又は特例判事補（家事専
門研究会2（面会交流）と通じ
て応募することができる。 ）

家事審判，家事調停等の運用をめぐる諸問題につい
て，共同研究等を行うとともに，組織運営的な側面を
意職することを狙いとするカリキュラム等を実施する
予定

p ザ

11 ◆ 少年基本研究会
※

31.9.11（水） ．

～9.13（金） ‘
3日 50

家庭裁判所で少年事件を担当す
る判事又は判事補 ．

少年審判における職種間連携，少年法の運用上の諸問
題等について共同研究等を行うとともに，組織運営的
な側面を意識することを狙いとするカリキュラム等を
実施する予定



(資料1） 合同研修（種類別）

・ ・ ・． ： ． 、. ．

‐ ,(3)実務(主たる対象者はj裁判長及び右陪席）
〆

Fつ

4

番号

応
募
型
◆

名称
◆争

●

■ ●

実施時期 期間 人員 申

■

対象者等
Q

◇ ●

●

■ ■

概要
■

◆ ●

寺 申

｡

U

12 ◆ 金融・経済実務研究会1
●

31.10.3(木）

～10．4(金）

寺

白2 30，

▲■

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事又は特例
判事補

企業の法務担当者が所属する経営法友会と連携して，
企業活動の実情等に関する意見交換等を行う予定

a

l3 ◆
● ｡

金融・経済実務研究会2
3”､3(月）
～2．4（火） ．

2日 30

高等裁判所又は地方裁判所で民．
事事件を担当する判事又は特例
判事補

金融や経済分野の新たな課題を裁判と関連付けて取り
上げた講演等を行う予定

。 ｡

■ ﾔ

14 ◆ 建築実務研究会：
●

31..11.13体）

～11.15(金）
3日． 30

心
”
》
一
『
一
口
守
宅
宅
厚
宅
‐
炉
■
閏
”
ロ

高
事
判
て

；裁判所又は地方裁判所で民
琳を担当する判事又は特例
輔（建築基本研究会と通じ
ﾇ募することができる。 ）

建築の専門的知見に関する講演や，建築訴訟に特有の
実体法上の問題及び審理運営の在り方等について， よ
り進んだ研究を行う予定

' ．

15 ◆

● C

医療実務研究会

q ●

■ ｡

●

●

31.9.19(木） ■

～9.20（金）
2日 30

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事又は特例
判事補

串F ●●

医事関係訴訟事件の審理運営について，共同研究を行
うほか，医療の専門的知見や実態・背景事情等に関す
る情報提供を行う予定

16 ｡◆ 行政実務研究会
31.10.2(水）

～10．4(金）
3日
｡ ●

40

高等裁判所又は地方裁判所で行
政事件を担当する判事又は特例
判事補

e

■

複雑困難化しつつある行政事件の実務上の諸問題につ
いて，高度に専門的な観点に立って共同研究等を行う
予定

17 ◆ 労働実務研究会

● ①

31.12.5(木）

～12．6(金）
2日 30

同等裁判BTX厩麺〃麺干りげTピカ

働事件又は労働審判事件を担当
する判事又は特例判事補（労働
基本研究会と通じて応募するこ
上ができる‐ ） ．

労働事件をめぐる専門的、先端的な問題点及び審理運
営の在り方等について共同研究等を行う予定



(資料1） 合同研修（種類別）

〆
9

イ刑事分野
■ザ 口 昏 ●

〆

一

5

番号

応
募
型
◆

今

●

名称
●旬

●

G 年

e aF 0 ● ｡
● ｡

●

b●

実施時期 期間 人員 対象者等
r B

｡

●

●

● ■

凸
の ◆

● 4

■ 毎

B a

概要
F ● の

｡● 0 4

｡ .● 4

● ●

18

●

◆ 刑事実務研究会1
● ●

旬
●

31.7.8（月）

～7．9(火）

。

2日 40

高等裁判所又は地方裁判所で刑
事事件を担当する判事又は特例
判事補

公判準備・審理・評礒・判決の在り方や，部等の組織
運営の在り方等について共同研究等を行う予定

19 ◆ 刑事実務研究会2

■

●

31.10.30(水）

～11．1(金）
3日； 40

■pF

高等裁判所又は地方裁判所で刑
事事件を担当する判事又は特例
判事補

刑事実務研究会1に同じ



(資料1） 合同研修（種類別）

(4)専門（主たる対象者は，テーマに対応した者）
●

■

身 心 ｡ ｡ ◆■ 。却尹●

”子

Cc c ｡ ■
● 旬

● ● ■｡F ● e ● ●
● ■4 ● 0

6

番号

応
募
型
◆

名称
車

実施時期 期間 人員 対象者等

● 一
｡

守

G

概要

20 ◆

■ ●

民事通常専門研究会1
(債権法改正1）

31.7.4(木）

～7.5(金）
2日 60

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事又は特例
判事補

債権法改正に関する研究や意見交換等を行う予定

21 ◆
民事通常専門研究会2
(合議充実）

31.10.28(月）

～10.29(火）
2日 50

地方裁判所で民事事件を担当す
る判事又は判事補

民事事件を担当している部総括クラス，右陪席クラ
スp

て
定

p

左陪席クラスを対象に，具体的な事例等に基づい
合議の在り方に関する研究や意見交換等を行う予

22 ◆
民事通常専門研究会3
(裁判手続のIT化）

31.12.9(月）

～12.11（水）
● 3日 40

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事又は特例
判事補

民事裁判手続のIT化に関し，フェーズ1の実施や
フェーズ2以降を見据えた審理の更なる改善を目指す
ための意見交換等を行う予定

23 ◆
民事通常専門研究会4
(争点整理）

31.12.12(木）

～12.13(金）
2日 30

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事文は特例
判事補

民事単独事件を担当している裁判官を対象に，具体的
な事例に基づいて，争点整理手続の在り方について研
究や意見交換等を行う予定

24 ◆
民事通常専門研究会5
(複雑困難翫訟）

32.1.27(月）

～1.28(火）
2日 40

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事又は特例
判事補

民事事件を担当している裁判官を対象に，複雑困難性．
の高い合議事件について,その審理・判断の在り方に
関する意見交換等を行う予定

25． ◆
民事通常専門研究会6 ．
(債権法改正2）

32.3.5(木）

～3．6(金）
2日 60

高等裁判所又は地方裁判所で民
事事件を担当する判事又は特例
判事補

▲ ●

債構法改正に関する研究や意見交換等を行う予定



、

<資料1） 合同研修（種類別）

イ刑事分野

●タ

7

番号

応
募
型
◆

名称 実施時期 期間 人員 対象者等 概要

26
刑事専門研究会1
(裁判員）

31.4.11(木）

～4.12(金）
2日 30

地方裁判所で新たに裁判長とし
て裁判員裁判を担当する判事又
はこれに準じる者

裁判員裁判の現状と課題，裁判員裁判にふさわしい公
判準備・審理・評議・判決の在り方や組織運営の在り
方等について共同研究等を行う予定

27 ◆
刑事専門研究会2
(控訴審）

31.12.16（月）

～12.17(火）
2日 20

高等裁判所で刑事事件を担当す
る判事（部総括判事を含む。 ）

高裁内部や高裁地裁間での意見交換の実情をふまえ，
刑事控餌審の在り方について共同研究等を行う予定。

28 ◆
刑事専門研究会3
(現代刑事法の諸問題）

32.2.17(月）

～2.18(火）
2日 30

高等裁判所又は地方裁判所で刑
事事件を担当する判事又は特例
判事補

被害者配慮等，現代刑事法の重要な問題をテーマとし
た共同研究等を行う予定



(資料1） 合同研修（種類別）

ウ家裁分野
ヂ 字

※一部又は全部のカリキュラムについて，裁判所職員総合研修所との合同実施を予定

夕尹

‐

〃ヂ

8

番号

応
募
型
◆

b e

名称
つ む

申

◆

● 。 ｡

■
■
①

実施時期:． 期間 人員
□ B ウー

七 U ●

C

■●

対象者等

｡ ●

６

■

｡ C ■

■ ■

｡ ､

■

‐ b●

句
。
■

P

■

概要
●① ｡ 寺■

｡

顔

■

0｡ ■ －
p

a ◆ 寺

29 ◆
家事専門研究会1
(後見）

、※●

31.10.10(木）

～10.11(金）
2日 50

家庭裁判所で後見関係事件を担
当する判事又は特例判事補

C

●

凸 ● 『

後見関係事件の運用をめぐる諸問題について共同研究
等を行う予定

■

●
ロ

30

℃

◆ 家事専門研究会2＝‘

価会交流）
0 町

31.11..7(木）

～11．8(金）
① 2日

①

40．．

家庭裁判所で面会交流事件を担
当する判事又は特例判事補(家
事基本研究会と通じて応募する
ことができる。 ）

面会交流事件の運用をめぐる諸問題について共同研究
等を行う予定



1

<資料1･） 合同研修･ (種類別）

2¥導入系:(新たな職務等に就いた際の研修）."… …

Ⅷ）年次（対象者は,任官時等の節目の年次に到達した者）

戸

一

9

番号

応
募
型
◆

□

名称 一
ザ ■ ●

■ ｡

◆ ■ ● 9

● 申幹

"実施時期：
｡ ◆

4■

● ●｡
eザ

期間 人員

可▼

対象者等 。
申

6

6

■ ●

●

■

合 ■ ●

C G

一 ＄ ● ●

概要 ．

中

31 新任判事補研修
32.1.17(金）

.～1.23（木）
5日 未定

｡

平成31年12月に司法修習を
終え，裁判官に任命された者
(第72期司法修習終了者）
巳 申

新任判事補が円滑なスタートを切ることができるよう
に,実務への円滑な導入を狙いとするカリキュラムや
自己研さんの動機付けを行うことを狙いとするカリ
キュラム等を実施する予定

32 判事補基礎研究会:＝
ｂ
①
字

31..6.3(月）

～6．7（金） ‘ ’

●｡

5．日 未定
平成28年12月に司法修習を．
終え，裁判官に任命された者
(第69期司法修習終了者）

新任判事補研修のフオローアップとして，任官3年目
以降の判事補を対象に，基本的な執務能力の向上や，
組織運営的な側面を意識することを狙いとするカリ
キュラム等を実施する予定

● ク や

33

句

a ■

◆ ら●

判

○

事任官者研究会 Ｇ
ｅ
ｐ

G

●

早

い

32.･Z･12(水）

～2.14(金）
3日

句

未定．

平成21年9月又は同年12月
に司法修習を終えた判事

（現行第62期及び新第62期
司法修習終了者）

判事任官者を対象に，中堅の裁判官としての自覚を促
し，第一審の裁判長に向けた成長の支援を目的とし
て，組織運営的な側面をはじめとした裁判所の組織的
課題を考え，裁判官としての成長への動機付けを行う
ことを狙いとするカリキュラム等を実施する予定

34

寺■ 申

｡｡ 。

､弁護士任官者研究会: 31.4.4(木） c q

c

づ

､1日 未定
新たに弁護士から任官した，又
は任官予定の判事又は判事補

刀1ー嘩一’一ロッジ鋼荊巨空ハコーWー、…T叩J〃I径噂一云唖一 ＝呼〆U J

滑な導入を目的とするもので，裁判官としての服務や
裁判事務処理に関する説明，組織運営的な側面を意識
することなどを狙いとするカリキュラム等を実施する
予定 ，



(資料1） 合同研修（種類別）

（

(2) ､ポスト<嶽象者はｳｰ所長, :支部長,¥部総括等のポズトに就任した者） ●

◇

●
○
夕
●
Ｆ
●
■

■■■

※一部のカリキュラムについて，裁判所職員総合研修所との合同実施を予定

グ

10 n ヶ

番号

応
募
型
◆

e ｡

●｡ ■ 名称
。

■ 寺

① 合

ゥ 4

ゥ

○

F 昏 ●

■
》

実施時期…
C■

期間

◆

人員 : . :対象者等
◆ ●

旬

●

●

‐ q ●
旬 ヂ ー ● ● ｡

・概要
■

企 む

C 心

■ ■ ●

｡.

●

35

● 卜

支部長研究会

申 ◆

■

G

●

●

・※合

● ●

● C 中

31.5.20(月）

～5.22(水）
3日

~

未定
初あて地方裁判所又は家庭裁判
所の支部長とされた者

初めて地家裁の支部長とされた者を対象に，支部の人
事管理，事件管理，本庁支部間の連携その他支部の組
織運営に関する基本的な理解を深めることを目的と
し，支部長として組織運営上考慮すべき事項等につい
て研究するカリキュラム等を実施する予定

36

卓争

伊 ■

新任部総括裁判官研究会

■■

31.6.24(月）

～6.27（木） 4日

●●

｡

未定

｡

d ﾛデ

●弓 ｡
●

初めて地方裁判所又は家庭裁判
所の部総括判事に指名された者

■

申

初めて地家裁の部総括裁判官に指名された者を対象．
に，部のマネジメント，陪席裁判官の成長支援，職員
の指導育成等，
とを目的とし，

部総括の役割に関する認職を深めるこ
部総括裁判官として裁判所の組織運営

上考慮すべき事項等について研究するカリキュラム等
を実施する予定 ：

37 実務協議会（夏季) :
■

31.7.11（木）
0

～7.12(金）
2日 未定

新たに地方裁判所長，家庭裁判
所長又は高等裁判所事務局長を
命ぜられた者．

■

■ *

新たに地家裁の所長，高裁事務局長に指名された者を
対象に，司法行政上の諸問題について協議するカリ
キュラム等を実施する予定

38

巳

実務協議会(冬季）

●●

32.1.30(木）

～1．31（金） ；
2日 未定

新たに地方裁判所長，家庭裁判
所長又は高等裁判所事務局長を
命ぜられた者

● ●

●● 。

｡ ●

実務協議会･(夏季）に同じ
● ｡

● 4



(資料1） 合同研修（種類別）
－

(3)役割.(対象者はう特定のポストに限らず,一定の役割が期待される立場にある者）

11

番号

応
募
型
◆

●

6

名称
B

G

中
、

q ● 申

実施時期

■

● ◆

期間 人員

●

●●

b

講象者等

■ ■

○
６

6 ｡

夕
●

概要

* ■

･39 ◆ 中堅判事研究会
P

●

31.10.15(火）

～10.17(木）

●

6

3日” 30
高等裁判所，地方裁判所又は家
庭裁判所の判事（概ね54期か
ら58期まで）

これからの裁判所を支えていく中堅判事として，組織
運営的な側面をはじめとする裁判所の課題を考え，組
織の中でリーダーシップを発揮し，後進の裁判官や裁
判所職員の成長を支援していく方策等について研究す
るカリキュラム等を実施する予定

02

40

●④

家裁実務研究会 ■

31.6.13(木）
．
－ 6.14(金）

2日． 未定

6

家事上席の判事又は判事補

｡ －

家事上席を対象として，家事実務における組織運営能
力の向上等を目的としたカリキュラム等を実施する予
定

41 ◆ 部総括裁判官実務研究会
31.9.5（木） ･

の

～9．6(金）
e ■

2日 30

■

地方裁判所又は家庭裁判所の部
総括判事に就任後一定期間を経
過した者

地家裁の部総括裁判官の組織運営能力の向上を目的と
して，裁判所の組織運営上考慮すべき事項等について
研究するカリキュラム等を実施する予定

42

◆

法律実務教育研究会1
31.9.2(月）

～9．3(火）
■

2日 未定
法科大学院に派遣されている判
事又は判事補 ．

法科大学院に派遣されている判事又は判事補に対し，
必要な情報を提供し，共同研究等を行う予定

43 法律実務教育研究会2

◆

一

ｑ
■
● 32.2.20（木）

～2．21(金）
2日 未定

b●々

法科大学院に派遣されている，
又は派遣される判事又は判事補

法科大学院に派遣されてﾙ､る，又は派遣される判事又
は判事補に対し，必要な情報を提供し，共同研究等を
行う予定



(賓料1） 合同研修（種類別）

3基盤系（一般的資質・能力を酒養するための研修）

B

a

12

番号

応
募
型
◆

､名称 ｡

● ◆

実施時期‘ 期間 人員 対象者等
■ ｡

概要

44 ◆
基盤研究会1
（知的基盤）

e

■

31.7.1(月）

～7．3(水）
3日 30

高等裁判所，地方裁判所又は家
庭裁判所の判事又は判事補（5
9期から68期まで）

統計・データ分析などをテーマとして取り上げる予定

45 ◆
31.7.16（火）

～7.18(木）
3日 .30 ･

高等裁判所地方裁判所又は家
庭裁判所の判事

人工知能(AI)に関するテーマを取り上げる予定

46 ◆
基盤研究会3
（裁判基盤）

クー■

31.9.24(火）

～9.26(木）
3日 30

高等裁判所，地方裁判所又は家
庭裁判所の判事又は特例判事補

裁判官のワークライフパランスに関するテーマを取り
上げる予定

47 ◆
32.2.25(火）

～2..27(木）
3日； 30

高等裁
庭裁判

方裁判所又は家 現代社会とメンタルヘルスに関するテーマを取り上げ
る予定

48 ◆
基盤研究会5
（知的基盤）

32.2.26(水）

～2.28(金）
3日 30

｡●
高等裁判所，地方裁判所又は家
庭裁判所の判事又は判事補（5
9期から68期まで）

6

企業会計及び税務会計をテーマとして取り上げる予定



(資料1） 合同研修（種類別）

《

第2簡易数判所判事め研修
評

◆●
■巳 ●

｡ ｡ ■ ｡ ●○ 争○ 寺 ●
巳

●－
① 申

● ● ■少 心 ｡ ●
■ ●

●- ■凸● ● ｡

ザ ｡ ■

13

番号

●

応
募
型
◆

合

■ ら

■● ■
●

■

●●

●

｡ a

幸●

名称
｡領

0 4 句 -

●

｡ ● ●

”

争 合 寺 ■

巳 ■

■ 4句 ● ●

実施時期

の 4

4

q

期間

◆■

人員 ●

守

● ● ■

BG ■ザ
■ ■ ■■

C

◇令 寺

弓．

対象者等
①

■ 0

●”

Ｇ

●

●

●

概．要 ■P

6

a タ

ロ ■

P

b

●

.49 ◆
ｳ

ザ

D

C

簡易裁判所判事
民事実務研究会 ．

F q b

Pc e■

31.5.13（月）“

～5.14（火）
2日

●｡

40

簡易裁判所判事
(司法修習終了者を除く。簡裁
刑事実務研究会と通じて応募す
るごとができる。 ）

○グ

事としての在り方について共同研究を行う予定

50 ◆

■● e ■

簡易裁判所判事
刑事実務研究会

ゆ

≠■

ゆ り ●
●

●

■

宇

〆

31.5.14（火） ･
△

～5.15(水）

● ら

2.日． 20

■

d O

b

簡易裁判所判事
(司法修習終了者を除く。簡裁
民事実務研究会と通じて応募す
ることができる。 ）

主として刑事分野の事件処理に関する諸問題や簡裁判
事としての在り方について共同研究を行う予定

51 ◆
簡易裁判所判事．
専門研究会 ：

+甲 ｡

31310.23(水）

～10.25(金）
3日

づ古

p

50
簡易裁判所判事

4

●●

(司法修習終了者を除く。 ）
●

●

鋪■

■
。

● ●

●凸

民事交通事件をテーマとして取り上げ,簡裁の審理に
相応しい訴訟運営や判決の在り方等に関する共同研究
や講演と意見交換等を行う予定

番号

応
募
型
◆

● ■ ｡

． ， ･名，称 ,
■

9 ℃

△ ■ ｡

p

g q = ●●学

q ●

● ■

●

｡e〆

実施時期 ゆ
む

毎
■

期間 人員 ザ

●‐

6

対象者等

C● ｡

巳

P

ﾛ ｡●

■

b

P

概要

● や

52
新任簡易裁判所判事

申
■

導入研修

●
◆

31.8.26(月）

～8.30(金）
5日

■be

未定
平成31年度に新たに簡易裁判
所判事に任命された者
(司法修習終了者を除く。 ）

新たに簡易裁判所判事に任命された者に対する職務導
入研修であり，簡裁における裁判事務への円滑な導入
等を目的とするカリキュラムを行う予定

■■0

53 新任簡易裁判
●

所判事研修

●巳

32.1.20(月) ･ §
■

～2．21（金）
24日 未定

平成31年度に新たに簡易裁判
●

所判事に任命された者
(司法修習終了者を除く。 ）

新任簡易裁判所判事導入研修の後，配属先の簡裁や，
地裁における実務研修を踏まえ，簡易裁判所判事とし
ての基本的な実務知識，技量の獲得や自己研さんの動
槻付けを目的とするカリキュラムを行う予定

51．
・簡易裁判所判事
基礎研究会

a Q4

寺

● や 。

●申■

31.6.17（月） ．

～6.20(木）
4日

寺

◆●

未定

｡ ■

平成29年度新任簡易裁判所判
事研修の終了者

任命から2年目の簡易裁判所判事を対象とし，基本的
な裁判実務の知職，技量の向上を目的とするカリキュ
ラムを行う予定



合同研修（時系列）(資料2）

1

実施順
資料1
の番号
応鯉
◆ 系統 種別 名称 実施時期 期間 翻考

1 34 導入系 年次 ． 弁護士任官者研究会 31.4.4体） 1日

2 26 栽判系 専門 刑事専門研究会1 （栽判員）
●

31.4..11（木）～4.12(金） 2B

3 ‘ 49 ◆ 叙判系 (簡裁判事） 簡易裁判所判事民事実務研究会 31.5.13（月）～5.14(火） 2日 一部4と合同．

4 60 ◆ 餓判系 (簡裁判事） 簡易裁判所判事刑事実務研究会 31.6.14(火）～5.16(水）
甲 ■

2日 一部3と合同

5 35 導入系 ポスト 支部長研究会
6

C

e

｡

31.5.20（月）～6.22(水） 3日 一部絶研と合同

6 32 導入系 年次 判事補基礎研究会 、 ．
｡ ｡

31.6.3（月）～ 6.7 (金） 5日

7 5

●

◆ 俄判系 基本 民事通常基本研究会1 31.6.12（水）～6.14(金)， 3日 一部総研と合同

8 40 導入系 役鯛 家裁実務研究会 31.6.13体） 6.14(金） 2日

9 54 導入系 (簡銀判事） 簡易銭判所判事基礎研究会
●

31.6.17(月）～6.20(木） 4日

10 36 導入系 ポスト 新任部総括裁判官研究会 ． 31.6.24（月）～6.27(木） 4日

ざ

11 6 町 44 ◆ 基盤系

● ■ ■

『 。

基盤研究会1 ●
●

ち り

31.7.1（月）～7．3（水） 3日

12 ． ． 20 ◆ 栽判系

●

専門 民事通常専門研究会1 （債擢法改正.1） 31.7.4体）～7．5(金） 2日

13 18 ◆ 餓判系 夷路 ， 刑事実務研究会1
■

｡ g ①

31.7.8（月）～7．9（火） ． 2日

14 37 導入系 ポスト 実務協鑑会（夏季） ． ． ‘ 31.7.11体）～7.12(金） 2日
｡ ●

15 45 ◆ 基盤系 基盤研究会2 31.7.16（火）～7.18(木） 3日

16 52 導入系 (簡裁判事）
｡

事導入研修 31.8.26（月）～8.30(金） 5日

■ 守

17 42 導入系
守り

役割 法律実務敏育研究会1 ．
｡

● ｡

31.9.2（月）～9．3(火） 2日

18 41 ◆ 導入系
；

役割 部緯括裁判官実務研究会
け

OG ■
31.9.6（木）～9.6<金） 2日

● ■

19 11 ◆ ､餓判系 基本 少年基本研究会 ；

e ●

31.9.11（水）～9.13(金） 3日 一部総研と合同

20 15 ◆ 裁判系 実誇 医療実務研究会
◆
●
寺
■ 31.9.19（木）～9.20(金） 2日

21 銅 ◆ 基盤系

● ■

｡ け

Q q

基鍵研究会3
①

ゆ ■

31.9.24（火）～9.26（木） 3日

狸 3 ◆ 蕊判系 基礎

● ● 寺

■

31.9.30（月）～10.2(水） 3日 －部23と合同

23 】6 ◆ 餓判系 実務 行政実務研究会 31.10.2(水）～10.4(金） 3日 一部22と合同

24 12 ◆ 叙判系 実務 金融・僅済実務研究会1
◆ ｡ ■ ◆
B 凸

31.10.3(木）～10.4(金） 2日

｡ ■

26 29
● ｡

◆ 戯判系 専門 家事専門研究会1 （後見）

｡

■

6

31.10.10（木）～加.11(金） 2日 一部総研と合同

26 39 ◆ 導入系 役割 中堅判事研究会
。 ：

31.10.15(火）
．
《 10.1Z(木） 3日

27 6 ◆
①寺■
銭判系 基本 民事通常基本研究会2 31.10.23(水）～10.24(木） 2日

28 51 ◆ 裁判系 (簡餓判事） 簡易裁判所判事専門研究会 31.10&23(水）～ 10.
り

25(金） 3日

29 21 ◆ 裁判系 専門 民事通常専門研究会2（合透充実） 。 31.10.28（月）～10.29（火）
c *

2日

e ■

30 19 ◆ 裁判系 実務 刑事実務研究会2
｡

31.10.30(水）～11.1(金） 3日
◆ ●

■ ●

31 、 10
色●

◆ 鏡判系 琴．
●
● 家事基本研究会．

叩

■

●

31.11.6(水）～皿.7(木） 2日 一部総研と合同

32 30 ◆ 錠判系 専門 家事専門研究会2 （面会交流） ′ 31.11.7（木）～11.8(金） 2日
｡ ｡

33． 7 .◆ 鮫判系 基本 建築基本研究会 31.11.12（火）～11.14(木） 3日 一部34と合同

34 14 ◆ 餓判系 実務 建築実務研究会 。 31.11.13(水）～11.15(金） 3日 一郁33と合同



(資料2） 合同研修（時系列）

、

癌

、

｡

2
9

実魔噸
資料1
の番号
応募型
◆
系紘 種別 名称 鋤時期 期間 備考

35 1 ◆ 裁判系 釜礎 IT基礎研究会

■

①

31.11.18(月）～11.19(火） 2日

36 9 ◆ 裁判系 基本 刑事基本研究会 31.11.20(水）～11.22(金） 3日 一部総研と合同
◆
《
■

37 8 ◆ 裁判系 塞本 労働基本研究会 31.12●3（火）～12．5(木） 3日 －部38と合同

38 17 ◆ 裁判系 実務 労働》究会 31.12.5(*)～12.6(金） 2日 一部37と合同

39 22 ◆ 裁判系 専門 民事通常専門研究会3 (IT化） 31.12.9(月）～12.11(水） 3日

40 23 ◆ 裁判系 専門 民事通常専門研究会4 (争点整理） 31.12.12(木）～12b13") 2日

41 27 ◆
●

栽判系 専門 刑事専門研究会2 （控解審） 31.12.16（月）～】2.17(火） 2日

42 31 導入系 年次 新任判報研修 32.1.17(金）～1.23(木） 5日

43 53 導入系 (簡裁判事） 新任簡易裁判所判事研修 321.20(月）～2.21(金） 24日

44 24

曲

●

◆ 戯判系 専門 民事通常専門研究会5噸雑困薩所舩） 321.27（月）～1.28(火） 2日

45 38 導入系 ･ポスト 冥誘協儀会（冬季） ．

口

舎

32°1.30体）～1.31(金） 2日

46 ， 13 ◆ 鐘判系 実務 金融・経済実務研究会2 32.2.3(月)･～2.4（火） 2日

47 33 導入系

●
６

・ 年次 判事任官者研究会 ． 32.2.12（水）～214(金） 3日

48 麹 ◆ 哉判系 専門 刑事専門研究会3 （現代刑事法の賭問題）
●

32.2.17（月）～2.18(火） 2日

49 2 ． ◆ 裁判系 基礎 医疲基礎研究会 32.2.19（水）～221(金） 3日
■

■

50 43 導入系 役割 法律実務教育研究会2 32.2.20（木）～221(金） 2日

61 47 ◆ 基璽系

● ら

｡ 基盤研究会4 32.2.25（火）～2.27(木)． 3日

52 48 ◆ 基盤系 基盤研究会5 32.2.26（水）～2.28唾） 3日

53 25 ◆． 裁判系 専門 民事通常専門研究会6（債横法改正2》 32.3.5（木）～3.6（金） 2日

輿 4． ◆ 裁判系 錘 知的財窪嬢墓謹研究会

●
一
も

32.3.9（月）～3.11(水） 3日
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平成S1年度裁判官研修のイメージ

合同研修

簡裁判事の研修判事･判事補の研修
派遣型研修

裁判系
裁判系基盤系 導入系導入系

専門実務基本基礎
1

判事補民事分野 ｜ 民事分野 ’ 年次民事分野 ｜ 民事分野
1 1 1

民事通常

基本(2本）

判事又は判事補ポスト知財基礎知財基礎
－

1刑事分野 ｜ 刑事分野刑事分野 ｜｜ 刑事分野

刑事基本

役割 判事
Ⅱ

家裁分野家裁分野

家事基本

少年基本

報道機関研修

｜

民間企業長期研修簡裁判事

民事実務

新任簡裁

判事導入
新任判事補 基盤

(5本）

民事通常

専門(6本）

金融｡経済

実務(2本〉
rT基礎

判事補基礎 日本銀行長期研修
簡裁判事

刑事実務

新任

簡裁判事
建築実務医療基礎

判事任官 シンクタンク長期研修
医療実務

行政基礎 簡裁判事

基礎

簡裁判事

専門
弁護士任官

行政実務

労働実務
支部長 国際刑事司法短期研修

(アジ研）

新任部総括

刑事専門

(3本）

刑事実務

(2本）
所長実務

(2本）

中堅判事

家事専門

(2本） 家裁実務 民間企業短期研修

部総括実務 研究機関短期研修

法律実務

(2本）



、

資料3

、 ， : 平成3’年度裁判官研修実施計画の補足説明 ､i
. ｩ . . 6 9 ． ：

ハ:揃年度からの主な変更点等） ； :』 ．． ; ． ． ・

lj"""I､〃ず砂､ :■!f: ; ゞ〃E…§ L ;:H･ 1合同研修 、 、 ： ‐ ．

: (1)研究会の新設 ： ：
。 ． ： ： ･ ･: ､ ・

1 %､○、近年増加している民事の合議の複雑困難事件について，裁判実務における事

: 拝処理の実際を踏まえて,その審理.判断の在り方を検討する研究会を民事通
； ． ・・ も ｡ 。 ： ． ． ． ． ． ． ，

． ． ： ．． ．､ ． ．

‘, ：常専門研究会【24】として実施します。 .､ l i: :
。 ． ： ： ． .

：

: :C民事裁判のI･T化に関し,フェーズ1の実施準備及び今後のIT化に向けた
1 ． ： ，？ ・ ・ ．．

; ､ : 溌論の深化を狙いとする研究会を民事通常専門研究会【22】として実施します。
、 ． ： 。 ． く ．

‘,O刑事控訴審の在り方について，高裁裁判長クラスも参加して議論を深める研
： ． ． 6 .． ： ． ． ： 、

;: : i究会を刑事専門研究会【27】として実施します。 ：
;、 :○裁判官のワークライフバランネ.をテーマとした研究会を基盤系研究会146l
･ ； . 。､ . 6. . ･% . .

． . 、 ． ． ． ． ． ． ： ． ． ． ． ： 、 ． ．、 ： ．

■ … " : : j ､W･ : 1 ｝ : : ､ ; :､ f： ． ．

． ． ： ． ‘ ： 、 ． 。 、
: :(2)研究会の再編 、 、 ・
． $ 、 ｡ . . ： ｡ ． ． : も. . $． . . ．

i 'A: :○べﾃﾗン．中堅判事向けの基盤系研究会(裁判基盤研究会） と若手裁判官向

》､称の基盤系研究会;(知鱸盤研究会)の2つの基盤系研究会のうち,知的基盤
： ､〃研究会を,困難な事件についての若手裁判官の対応力を強化するため,裁判に、 ． f : . ; :1･. - ･

<:｡‘ ､欄連する周辺諸科学,すなわち,統計･デ三ﾀ分析，財務.会計,経済学.経

． ：

： ． 、 ． 、

:f} } ; ､を支援する趣旨のものに再編成し， これらの分野から毎年2テーマずつ選び， ￥
･ ･ . 、 ． 8 . .. . 2 . . 』 2 ． ･ ‘

‘ 《 ： :順次実施していく予定です。平成31年度は,統計・データ分析,財務･会計

”を軍り上げます。 【", 481、" : … 、 ㎡ § ” ＊
: :､ :* ､他方,裁判基盤研究会は,従来どおり，現代社会における重要課題等を多角

： ． 、

､ ‘ : j ,的観点から捉えるものと位置づけ，平成31年度は， 、 「人工知能(AI) ｣ ,
． ： ． ：

: ： ､刊現代社会とメンタルヘルス」 ， …｢裁判官のワークライフバランス」を取り上
： ・ ・ ・ 、 ． ： ・ ､ ・ ・ ・ ､ 、 .:: Y･. "3 " ･; ､<

： 、げます。【45～47】f ： ： ．

I
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(3)その他特記事項 、

○実務的にも影響の大きい債権法改正をテーマとする研究会【20, 25】 ，民事

：事件の課題である合議充実【21】をテーマとする研究会を引き続き実施します。

C家事上席裁判官を対象に平成29年度に開催した家裁実務研究会を平成31
． ． 1 ： ・ 》 ． . i

: ､年度も実施します。 γ 、 ･ 、

’○視聴によって一定の研修効果が見込まれるカリキュラムを同時配信する試行

：的取組について, これまでの成果等を踏まえつつク更なる拡充を検討します。

‘2派遣型研修 ; ‘

:O判事を対象とする知的財産権専門長期研修（期間:4か月程度，定員: 1名，

､ ; : :派遣先：東京理科大学）について，派遣先の組織改編により知的財産部門が縮
1 ． ． ． o

, 、小されて受入れが困難になったことから，平成31年度以降の実施を取りやめ
： . ｡｡ ･ ･ ‘ も . ､ 8 ． ． ． ，． ． ； ． ・・ ．･： ： ． ．

､ :: ‘ ，ます° ： … ､ ； ： ． 、 ：
； 。 ． 、

:○判事又は判事補を対象とする次の研修（派遣先：理化学研究所）について，
･ ･ 匙 ■ 0

;､ j:研修が知財管混部門のほかに広く自然科学分野の研究の実情に触れるものであ

: ､ :るから，その実質に合わせた名称に改めるとともに,対象者を判事に，定員を
． ： ． ： ‐ ． 。 ． ;・ ・ “． ． ： ・ ・ ・ 、 ・ 、 ： 。 ： 、 ： ． ． ． ． ： ． ・

& 、3名に増やして実施します。 、 : ： … … …、 ：
､ ﾇｰﾐｰ # ･ ． ､ ､ : …､ ､ … … ’ ,ノ i

． ＄ ：

; : ; （変更前） 、･ ： ： ； ． ．．

〃…: 、痴的財産権専門短期研修(期勵2週間定員:2名） ､w、 －
％． ： 、 :M､:Y+.; ; .･ ； ･' 、 、 ：… ､ 、 、 ・

： ： : （変更後） 、 、 ; ;、： ： 、 … ： ： ： ．、 ， ． ：

､ x: : :､rX. * . ; & ･

ﾊ: ←; ，研究機関短期研修側間：2週間,定員:3名l ､ i ､ … ： ：
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裁判所職員総合研修所の概要

1 裁判所職員総合研修所の組織等について

裁判所職員総合研修所（以下「総研」 という。 ）は， 「研修部門」 と 「事務局

部門」に分けられています。

研修部門は，裁判所書記官研修部（以下「書研部」 という。 ） ，家庭裁判所調

査官研修部（以下「調研部」 という。 ）及び一般研修部の三つの部に分けられて

います。このうち，書研部は，裁判所書記官（以下「書記官」 という。 ）及び裁

判所速記官の執務に必要な理論及び実務に関する研修並びに書記官の養成を，調

研部は，家庭裁判所調査官（以下「家裁調査官」 という。 ）の執務に必要な理論

及び実務に関する研修並びに家裁調査官の養成を，一般研修部はその他の研修を

それぞれ担当しています。

このほか，書記官の事務について研究する第一研究室及び家裁調査官の事務に

ついて研究する第二研究室が置かれ，各研究室では,各種研究の企画及び実施の

指導，総研所報等に掲載する論文，研究結果報告書等の監修，各種法改正に関す

る資料及び情報の収集，分析等を行っています。

2総研における研修実施の基本的な考え方

社会経済情勢の変化や価値観の多様化等に伴い，裁判所を取り巻く状況も大き

く変容してきました。これに合わせ，総研においても，国民の期待や負託に応え

ることができる裁判所職員を養成し，育成していくという観点から，現在及び将

来にわたる事務の質の確保を目指した諸施策の進展状況も踏まえつつ，中央研修

及び養成課程を計画，実施してきました。

また，適正迅速な事件処理のため，裁判官を含めた職種間で，それぞれの職務

についての相互理解を深めた上で，関係職種間の連携強化を目的とする研修の充

実強化を図ることに力を入れており，裁判官と合同で研究するのがふさわしいテ

ーマについては，司法研修所（以下「司研」 という。 ） と合同で研修を実施する

1



ほか，研修のテーマが総研内の各部で共通である場合については，各部が合同で

研修を実施しています。

3平成31年度研修実施計画について

上記の総研における研修実施の基本的な考え方に加え，①裁判所を取り巻く状

況の変化に適切に対応し， 自律的に執務を遂行することができる職員の育成を図

る，②各職場におけるOJTとの効果的な連携を意識した研修の充実を図る，③

裁判官を含めた各職種間で，それぞれの職務についての相互理解を深めた上で,

関係職種間の連携強化を図る，④社会情勢の変化や法改正の趣旨等を踏まえ，時

宜に応じた課題に対応するとの観点から，全ての研修についての内容・科目の拡

充を図りつつ，一層充実した研修の実施に努めていきたいと考えています。

また，各職種共通の組織課題として，組織運営の適正の確保や障害者等に対す

る配慮を含む人権意識のかん養等についても，効果的な研修の在り方を検討し，
6 ． B ･

カリキュラム等に反映させていきたいと考えています。

4 中央研修

（1）管理者･中間管理者

職種間連携を前提とした組織運営の在り方を意識させるとともに，効果的な

人材育成のための態勢整備・環境整備を図ることをねらいとする科目を実施し

ています。また，最新の施策に関する講義や共同討議などにより，様々な気付

きを得る機会を与え， 自己研さんの意識付けを図るなど，それぞれの役割を明

確に意識させることを主眼としたカリキュラムの充実に取り組んでいます。

ア管理者

首席書記官研究会，首席家庭裁判所調査官研究会，事務局長研究会，管理

者研究会等の幹部職員を対象とする研究会を実施し，組織が直面する課題の

認識を共有するとともに， より広い視点から，適切に組織全体をリードして

いくための視点の獲得等に重点を置いたカリキュラムとしています。

イ中間管理者

2
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平成30年度までは，全ての職種の中間管理者を対象とする研修を，裁判

部所属者と事務局所属者に分けて実施していましたが，平成3，年度からは，

これらを統合した上で，中間管理者としての執務経験等に応じて二つの階層

に分けて中間管理者研修Iと中間管理者研修Ⅱとして実施することとしまし

た。これらの研修では，管理能力の向上に加え，職種間・部署間連携の意識

や組織全体を見る目などを，それぞれの階層に応じてかん養していく内容を

予定しています。

(2) 書記官・家裁調査官

各種実務研究会において，書記官事務の整理の考え方や家裁調査官の中核的

な役割・機能を踏まえた共同討議を実施するなど，各職種間の連携強化を図り

ながら，的確な職務遂行を実現していくための視点の獲得等に重点を置いたカ

リキュラムを実施しています（各日程の一部を司研の研究会と合同で実施して

います。 ） 。

ア書記官

・書記官任官後に全国共通のカリキュラムで行われる唯一の研修である書記

官ブラシ･ジュアップ研修（高裁委嘱）を実施し， 「事務の法的根拠を確認し，

その目的を見定め，常に合理的な事務を追求できる書記官」を育成していく

ため，科目の一部を，研修員に対し， より主体的に，あるべき書記官事務の

実践に取り組ませることをねらいとした内容に見直すなどしています。

イ．家裁調査官

家裁調査官任官後の研修について，現在の家庭裁判所及び家裁調査官を取

り巻く社会情勢を踏まえ，家裁調査官が客観的科学的な調査事務を確実に実

践していくための能力向上に向けて，中央研修が果たすべき役割を改めて検

討した上で，所要の改編を行い，平成28年度から実行しています。

3）事務官（係長等)．

各庁の総務・人事・会計の各分野の係長・専門職を対象とする研修において，

3

Ｏ
Ｉ
９
Ｉ
ｙ
３
▼
Ｏ
Ｊ
ｒ
６
２
０
Ｕ
Ⅱ
Ｆ
８
Ｐ
ｌ
ｂ
０
Ｉ
５
呂
ｆ
■
１
１
Ｌ
ｆ
８
Ｈ
・
ｆ
０
６
８
ｊ
１
９
ｌ
煥
卜
Ｆ
Ｂ
Ｆ
１
ｔ
〃
ｆ
Ｂ
Ｆ
Ｌ
ｐ
ｒ
ｒ
３
。

も
こ
も
Ｕ
Ｐ
ｂ
Ｐ
毎
ヴ
ロ
も

1

(3)

１
１



担当事務に関する諸課題や専門的知識に関する講義等を行うとともに，関係職

員等との連携・協働を踏まえた円滑かつ適切な係運営の在り方,その実現のた

めに重要となる視点や考え方，効果的な働き掛けの方法等について， 「働き方

改革」の観点も取り入れ，共同討議等を行うこととしています。また，事務局

事務を遂行する上で基盤となる知識や考え方の習得に重点を置いたカリキュラ

ムの充実強化を図っています。

5研究

第一研究室では，平成30年度の書記官実務研究として， 『犯罪被害者等の保・

護のための諸制度に関する書記官事務の実証的研究」をテーマとする研究を行っ

ています。そのほか，過去の実務研究報告の復刻・補訂作業を行っており，現在

は， 「民事上訴審の手続と書記官事務の研究」の補蔚作業を行っています。

第二研究室では，平成29年度から2年間かけて，家裁調査官実務研究（指定

研究） として， 「子の最善の利益に資する面会交流に向けた調査実務の研究』を
． ： ．

テーマとする研究を行っています。

6養成課程

(1)書記官養成課程

平成30年度は，第一部第15期研修生189人（このほかに特許庁からの

受託研修生1人） ，第二部第14期研修生（2年生） 61人，第二部第15期

研修生（1年生） 59人（いずれも平成30年12月1日現在の人数）で研修

を実施しています。

法律科目と実務科目の効果的な連携に留意し》実務における書記官事務に即

した形の演習を積極的に取り入れています。また，書記官事務の整理の考え方

をかん養させるためのカリキュラムや，職種間の連携及び協働の在り方につい

て検討させる家裁調査官養成課程との合同カリキュラムなど，参加型，討論型

の演習も実施しています。

（2） 家裁調査官養成課程

4
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１
１
１平成30年度は，第14期研修生41人，第15期研修生39人（いずれも

平成30年12月1日現在の人数）で研修を実施しています。

調査実務の中核となる事実の調査や心理的調整を行うために必要な行動科学

の知見や技法を体系的に習得させるとともに，グループ討議により多角的な視

点で組織的に事件処理を行う姿勢を身に付けさせ，組織性のかん養にも重点を
： ．

置いたカリキュラムを実施しています。

7総研の今後の取組と情報発信

（1）今後の取組

， 効果的な人材育成を行うに当たっては，集合研修を担う総研においても，書

記官及び家裁調査官をはじめとする裁判所職員の育成目標を見据え，養成課程

の一層の充実を図り, OJTと集合研修(中央研修,高裁委嘱研修及び自庁研

修） との連携を意識しながら，引き続き，研修内容の見直しを行って研修の充

実を図っていきたいと考えています。

（2）総研の刊行物について

総研の刊行物として，総研で行われた各種実務研究会の結果要旨や研修実施

結果等を掲載した「総研所報」と，書記官の研究論文を掲載した「書記官実務

研究報告書」 ，家裁調査官の研究論文を掲載した「家裁調査官研究紀要」があ

ります。

（3）総研コンテンツについて

J ・NETポータルの総研コンテンツにおいて，実務研究会の結果要旨，中

央研修や養成課程の状況及び文献情報など，執務に役立つ情報・資料等を提供

しているとともに， 「総研ニュース」を毎月1回掲載して総研の最新情報を発
． ： ．． ． 、

信しています。
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番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

1 首席書記官研究会

首席書記官として必要
な指導監督等に関する
研究を行うことによ
り ， 総合的な組織運営
能力の向上を図る。

職員
修所
31. 9.18(水）
～'9.19(木）

2日 約30
地・家・簡裁
の首席書記官

2

首席
家庭裁判所
調査官
研究会

第1回

●■ロ4■｡■､｡■l‐●●‐｡｡

第2回

首席家裁鯛査官として
必要な指導監督等に関
する研究を行うことに
より，総合的な組織運
営能力の向上を図る。

裁判所職員
総合研修所

● 弓

１
Ｊ
木
金
く
く
５
６

９
９
山
一
３
．

●･~‐●●●‐●ロ｡●●●●●＝ｰ卓

31.11.19(火）
～11.20(水）

2日

2日

8

｡‐‐●‐‐■

50

高裁所在地の
首席家裁調査

宣……………‐

首席家裁調査
官

3 事務局長研究会

事務局長として必要な
指導監督等に関する研
究を行うことにより，
総合的な組織運営能力
の向上を図る。

裁判所職員
総合研修所

32. 2.20(木）
～2．21(金）

2日 約20
地・家裁の事
務局長

4

管理者研究会
（組織運営）

※司研合同

支部運営を始めとする
組織運営に関する研究
及び討議を行うことに
より，幹部職員として
の管理能力の向上と意
識の高揚を図る°

司法研修所
及び

裁判所職員
総合研修所

31. 5.21(火）
～5.23(木）

3日 約60

次席書記官,次
席家裁調査官，
総括主任家裁
調査官(次席家
裁調査官の経
験がある者),次
長

5

次 席 ．

家庭裁判所調査官等
研究 会

次席家裁調査官又は総
括主任家裁調査官とし
て必要な指導監督に関
する研究を行うことに
より 9 管理能力の向上
と意識の高揚を図る°

裁判所職員
総合研修所

31. 9.25(水）
～9.27(金）

2.5

日
未定
次席家裁調査
官，総括主任
家裁調査官

6

℃

●

管理者研究会

幹部職員として，その
職務を遂行するために
必要な広い視野と高い
識見を習得させるとと
もに，当面する諸問題
の研究及び討議を行う

ことにより，管理能力
の向上と意識の高揚を
図る 、

裁判所職員
総合研修所

31. 4.15(月）
～4.19(金）

5日
約
100

新たに局長(高裁
を除く｡),次長，
事務部長,首席
書記官,次席啓妃
官,総括主任書
記官,首席家裁澗
査官,次席家裁
調査官,総括主
任家裁鯛査官,首
席技官(最高
裁)，次席技官
(最高裁)等に任
命された者

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

7 研修計画協議会

研修実施計画及び研修
運営上の諸問題につい
て協畿し，研修方針の
周知徹底を図る。

郷
齢

32． 1． 9(木）
~1.10(金）

1.5

日
25

高裁の次長，
首席書記官 ,
高裁所在地の
首席家裁調査
宮
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番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

8
中間管理者
研修I

第1回

■D一｡●‐｡●4■‐q■1■●4■■

第2回

■‐‐■､ロー●｡●の口■●｡

第3回

中間管理者として，そ
の職務を遂行するため
に必要な高い識見及び

管理技法を習得させる
ことにより，職務意織
の高揚と管理能力の向
上を図る｡

裁判所職員
総合研修所

31.10.15(火）
~10.18(金）

＝‐ー■一口守一｡●●●●■し●●●●の

32. 1.14(火）
～1.17(金）

■｡｡‐◆●ロ｡●①●｡●●●●●の●

32． 2．4(火）
～2．7(金）

各
4日

各
約80

昇任後おおむ
ね7年未満の主
任書記官若しく
は主任家裁調
査官,速記管理
官,速記副管理
官,課長補佐，
専門官,班長又
は主任技官の．
職にある者

9
中間管理者
研修Ⅱ

第1回

■●●●、‐－－－■｡－●1■

第2回

中間管理者として困難
な職務を遂行するため
に必要な広い視野と高
い識見及び管理技法を
習得させることによ
り，職務意識の高揚と
管理能力の向上を図
る 。

9

裁判所職員
総合研修所

31.10.29(火）
～10.31(木）

pq■1■d■ｰロﾛ■d■‐｡｡一‐｡｡●q■｡

31.12.10(火）
～12.12(木）

各
3日

各
約60

訟廷管理官，
訟廷副管理官，
裁判員調整
官，課長，文．
書企画官，企
画官，首席技
宮，営繕企画
官（最高裁）
又は昇任後お
おむね7年以
上経過した主
任書記官若し
くは主任家裁
調査官の職に
ある者

10

主 任
家庭裁判所調査官
･研 修．

主任家裁調査官として
必要な指導監督能力の
向上及び管理者意識の
高揚を図る°

裁判所職員
総合研修所

31.. 6.25(火）
～6.28(金)

3.5

日
未定
主任家裁調査
官

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

11
研修指導
研究会

第1回

●●●●わ←－口■■q■■Dp－

第2回

高裁委嘱研修及び自庁
研修の指導者を養成す
る ◎

31． 6． 5(水）
～6． 7(金）

●◆｡●‐●‐いら‐凸●‐●●●｡‐口

P●

31.12.17(火）
~12.19(木）

3日

3日

約50

q■■､ q■4■‐d■■

約40

次席書記官,．
総括主任書記
官
官
官

８
９
９

主任書記
訟廷管理
訟廷副管

理官，裁判員．
調整官，次席
家裁調査官，
総括主任家裁
調査官，主任
家裁調査官，
総括企画官，
課長,文書企画
官
長綴
官,課
専門官



(3)主として管理職以外の層(書記官･家裁鯛査官･係長等）
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番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

12
実務指導
研究会

民事

口｡■｡■｡●‐口●ロ●●4■｡■

刑事

d■｡｡G●●わ‐●‐●■､●■

家事

■q■ロ●■●■■‐｡◆旬●■

少年

書記官ブラッシュアッ
プ研修の指導者を養成
する。

裁判所職員
総合研修所

31. 5.14(火）
～5．15(水）

、●●●●｡●｡｡●‐‐‐4■‐●●｡d■

31． 5614(火）
～5．15(水）

b■｡●ｰ1■ロ‐のq■q■--1■q■‐今●◆

31. 5.16(木）
～5.17(金)．

■●■■■●｡□谷一一つ‐f＝＝■‐｡‐

31. 5.16(木）
～5．17(金）

各
2日

各
2日

約40

め｡q■4■q■Ⅱ■■

約40

｡●●●●●d

約35
■

~■b凸今一つ■

約25

書記官ブラシ
シュアップ研修
の講師となる予
定の者

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

13

家事実務研究会

※司研合同

家事書記官及び家事係
調査官の事務処理上の
諸問題について研究及
び討織を行うことによ
り職務遂行能力の向上
を図り， もって適正か
つ迅速な事件処理の推
進に資する。

司法研修所
及び

裁判所職員
総合研修所

31.11. 6(水）
～11． 8(金）

3日
約
皿

家裁で家事事
件を担当する
書記官，家裁
調査官

14

少年実務研究会

※司研合同

少年書記官及び少年係
調査官の事務処理上の
諸問題について研究及
び討駿を行うことによ
り職務遂行能力の向上
を図り，もって適正か
つ迅速な事件処理の推
進に資する。

司法研修
及び

裁判
総合

所
31． 9．11（水）
･～9.13(金）

3日
約
100

家裁で少年事
件を担当まる
書記官；家裁
調査官

15
民事実務
研究会

第1回

※司研合同
ロ今●●■■､q■ローd■ﾛ■q■q■□

●

第2回

民事書記官の事務処理
上の諸問題について研
究及び討議を行うこと
により職務遂行能力の

向上を図り， もって適
正かつ迅速な事件処理
の推進に資する。

司法研修所
及び
裁判所職員
総合研修所
e●｡q■‐q■0■■ﾄq■｡p●■ﾄq■4■q

裁判所職員
総合研修所

31. 6.12(水）
～6.13(木）

■いわ■●－0●●●●●ロロロ●●の●

32. 1.23(木）
～1.24(金）

各
2日

各
約50

高・地・簡裁
で民事事件を
担当する書記
官

16

刑事実務研究会

※司研合同

刑事書記官の事務処理
上の諾問題について研
究及び討議を行うこと
により職務遂行能力の
向上を図り， もって適
正かつ迅速な事件処理
の推進に資する。

司法研修所
及び

裁判所職員
総合研修所

31.11.21(木）
～11.22(金)

2日 約50

高・地・簡裁
で刑事事件を
担当する書記
宮

17

家事特別研究会

※司研合同

後見関係事件等の運用
をめぐる諸問題につい
て研究及び肘議を行う
ことにより職務遂行能
力の向上を図り，もっ
て適正かつ迅速な事件
処理の推進に資する。

司法研修所
及び

裁判所職員
総合研修所

31.10.10(木）
～10.11(金）

l.5

日
約50
家裁で後見関
係事件を担当
する書記官
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18

家庭裁判所
調査官
特別研修

第1回

●ロ｡‐｡｡●いつ●、■q■■

第2回

■‐●‐●■●●●●●●信二

第3回

行動科学等の更なる専
門性の獲得及び深化を
図り，現場の調査事務
の質向上に寄与させ，
的確な調査事務を追求
する能力の発展を図
る 0

裁判
総合

31.10.29(火）
～11． 1(金）

●

、●●●●●の●●●｡｡●－口｡●●●

31.12. 4(水）
～12． 6(金）

p●●の●pやい｡●い‐‐q■Pロ■■■
巳

32. 1.29(水)．
～1．31(金）

4日

, 。■q■●。■●‐

3日

‐‐。■■■‐●

3日

各
約40

家裁調査官実
務研修を終了
した者及び平
成28年度家
裁調査官応用
研修を終了し
た者

19
家庭裁判所調査官
応用研修

専門的知織及び技能を
応用して，複雑困難な
事件についても円滑な
調査事務の遂行を確保
できる能力の向上を図
る。

p ■

裁判
総合

｡ ●

31． 7． 8(月）
～7.12(金）

5日 未定

家裁調査官任
官後， 3年以
上経過した者
のうち家裁調
査官実務研修
又は家裁調査
官応用研修を
終了していな
い者

20 速記官中央研修

裁判所が当面する諸問
題に関する理解を更に
深めさせるとともに，
裁判部の一員としての
職務意識の高揚を図
る 。 。

裁判所職員
総合研修所

31． 7． 3(水）
～7． 4(木）

1.5

日
約20

速記官（速記
管理官及び速
記副管理官を
除く。 ）

21 執行官実務研究会

社会の変化に的確に対
応できる事務処理能力
を身につけるととも
に，前例のない特殊困
難な事案等に対応でき
る知識や輪理的思考力
を養う。

裁判所職員
総合研修所

32． 2． 4(火）
～2． 6(木）

3日 未定 執行官

固
●

■

●

中

年●

22 新任執行官研修

職務遂行に必要な知識
を付与することによ
り，執務能力の向上と
職務意識の高揚を図
る ｡

裁判所職員
総合研修所

31. 5,28(火）
～5.31(金）

3.5

日
未定

平成30年4月
2日以後に執行
官に任命された
者又は執行官事
務取扱書記官に
指定された者
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番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

23

係 長 等
（総務担当）
研 修

職務遂行に必要な知識
及び技能を付与するこ
とにより執務能力の向
上と職務意識の高揚を
図る。

裁判所職員
総合研修所

31.10. 1(火）
～10． 3(木）

3日 約50

高・地・家裁
本庁の総務事
務を担当する
係長，専門職

24

係 長 等
（人事担当）
研 修

職務遂行に必要な知識
及び技能を付与するこ
とにより執務能力の向
上と職務意識の高揚を
図る 。

裁判所職員
総合研修所

31.10.23(水）
～10.25(金）

3日 約70

高・地・家裁
本庁の人事事
務を担当する
係長，専門職

25

係 長 等
(会計担当）
研 修

職務遂行に必要な知識
及び技能を付与するこ
とにより執務能力の向
上と職務意識の高揚を
図る。

竿

裁判所職員
総合研修所

31.11.12(火）
～11.15(金）

4日 約70

高・地・家裁
本庁の会計事
務を担当する
係長，専門職

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

26
研修事務担当者
研 : 修

○ ●

％

研修の企画，実施等に
必要な知識及び技能を
付与することにより，
執務能力の向上と職務
意職の高揚を図り，
もって高裁委嘱研修及
び自庁研修の充実を図
る ◎

■●
●

裁判所職員
総合研修所

31. 6.18(火）
～6.20(木）

3日 約40

研修事務を担当
する高･地･家裁
の係長,専門
職主任

番号 名 称 目 的 ． 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

27
総合職採用職員
初任研修

●

将来の幹部職員の候補
者としての自覚を促
し，職務意識の高揚を
図る 0

裁判所職員
総合研修所

31． 4． 5(金）
～4． 9(火）

3日 未定

平成30年度
裁判所職員採
用総合職賦験
の合格者で，
新たに採用さ
れたもの

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

28

。
■

情報セキュリティ
研 修

情報セキュリティの確
保に必要な知識等を習
得し，情報セキュリ
ティ事故を未然に防止
するための方策の立
案・実施に資するとと
もに,情報セキュリ
ティ事故が発生した場
合の対処能力等の向上
を図る。

裁判所職員
総合研修所

31.10. 8(火）
～10． 9(水）

Q C

1．5

日
約60

情報セキュリ
ティ対策事務
従事者の事務
を補助する者
(管理職以上
の者）



1

１
１
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‐

29
情報処理
研修

第1回

の一．■■■Cp－d■‐ｰ●わ●●

第2回

情報化の推進に向け
て，職員全体のレベル
アップを図るための指
導的役割を果たす者を
広く養成する。

裁判所職員
総合研修所

31. 5.21(火）
～5．23(木）

■ゆの②●●つ●今●●や｡■●－－－口

31. 5.28(火）
~5.30(木）

各
3日

約60

約60

情報化の推進
に指導的役割
を果たすこと
が期待される
行(柵員（家
裁調査官を除
く。 ）

30

裁判事務支
援システム
（少年事件
部分）導入
研修

第1回

‐や‐ローq■｡｡｡●●1 4■｡■

第2回

ロ■U q■■Q■口■1 4■‐■、 q■4■q■①

第3回

－－＝q■の－1■－0■U■q■■■p■、

第4回

裁判事務支援システム
（少年事件部分）の円
滑な導入に向けて中心
的役割を果たす者を養
成する。

■

●

職員
修所

31． 5．13(月）
～5.14(火）

■℃今つ●●●●●の画一‐●●●｡□の

31． 6． 6（木）
申

～6． 7(金）

31． 7． 9(火）
～7.10(水）

■q■d■－－4■q■q■q■q■q■｡●4■4■q■●4■。■

31． 9． 9(月）
~.9.10(火）

各
2日

剛
一
伽
一
細
一
紬

裁判事務支援
システム(少
年事件部分）
の導入事務を
担当する職員

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

31
採用試験事務担当者
研究会

採用試験事務に必要な
知職及び技能について
の研究を行うことによ
.り '

図る
執務能力の向上を
0

裁判所職員
総合研修所

31. 5.29(水） 1日 約30
採用試験事務
を担当する管
理職員

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

32
CA研修
実務試験

前期
研修

●のロ｡●今の｡－■■P●4■●

実務
研修

｡｡‐｡←一つの申低◆●一一

後期
研修

書記官の執務に必要な
学織及び実務知識並び
に職務遂行能力の有無
を判定する。 ．

裁判所職員
総合研修所
､ 4■口■q■q■■q■ロ｡■■､｡■‐‐ﾛ■■

実務研修
実施庁

、●●包むd■‐q■■‐‐q■q■画q■●

裁判所職員
総合研修所

31. 6.26(水）
～7.17(水）

■つ■。■q■の｡｡●‐｡一一‐ccP‐‐
●

31. 7.19(金）
～8．21(水）

■今■q■ローロ⑤4■‐4■‐‐②｡q■一口●

31. 8.23(金）
～9.12(木）

日
一
・
日
一
日

15

23

0●の｡

15

未定

裁判所書記官
任用試験の第
2次試験に合
格した者
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(2)中間管理者層

q ▼

(3)主として管理職以外の層(書記官･家裁調査官･係長等）

１
１

~

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

33

次 席
家庭裁判所調査官等
実務研究会

高等裁判所で実施す
る委嘱研修及び高裁
ブロック研修の運営
等について研究及び
討議を行うことによ
り ， 研修の充実及び
改善に寄与させる。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

1日 未定
次席家裁調査官，
総括主任家裁調査
官

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

34
新任中間管理者
研 修

職務遂行に必要な管
理能力及び管理技法
を付与することによ
り，中間管理者とし
てふさわしい職員を
養成する。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

5日 未定

新たに主任書記
官，訟廷管理官，
訟廷副管理官，裁
判員調整官，主任
家裁調査官，速記
管理官，速記副管
理官,課長,文書企
画官，企画官，課
長補佐,首席技官，
班長（最高裁） 分

主任技官（最高裁
を含む） ，地裁本
庁所在地にある検
審局長等に任命さ
れた者

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

35

書記官
ブラッシュアップ
研 修

中堅書記官としての
職務全般を遂行する
のに十分な知識及び
技能を付与するとと
もに，多様な裁判事
務に対する積極的な
態度をかん菱する。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

7月から9月

までの間で実
施機関が適宜
決定

10.5

日
未定

書記官任用資格取
得後5年以上の者
(中間管理者以上
の者を除く。 ） ：

36

今 ●

家庭裁判所調査官
実務研究会

家庭事件の調査上の
諸問題について研究
及び討議を行うこと
により，調査実務の
充実及び改善に寄与
させる。

● ◆

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

3日 未定
主任家裁調査官，
家裁調査官
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番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

37 新任係長研修

職務遂行に必要な知
識及び技能を付与す
ることにより係長と
してふさわしい職員
を養成する。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
むb )
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

3日 未定
新たに係長に任命
された者

38 事務官専門研修

総務，人事及び会計
の各分野について，
その事務を処理する
ために必要な専門的
知識及び技能を付与
することにより，事
務局において中核的
役割を果たしている
事務官の執務能力の
向上を図る。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

1.5
～

3日

未定

採用後7年以上の
行H事務官（専門
官以上の職にある
者を除く。 ）

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 ･対象者

39

●

寺 ■

ジヤンプアップ
研 ：修 :；

4 ●

職務での問題点の発
見と改善等について
研究及び討議を行う
ことにより，仕事の
進め方に関する基本
的な能力を向上さ
せ，中堅事務官とし
てふさわしい職員を
養成する。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

*

3日 未定

採用後7年以上1
0年未満の行H事
務官（係長，専門
職以上の職にある
者及び書記官又は
家裁調査官の任用
資格を有する者を
除く。 ）

40． 事務官法律研修
■

■
Ｂ

● ｡

通信研修及び面接研
修を通じて基礎的な
法学教育を行うこと
により，資質及び事
務処理能力の向上を
図る。 ・

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は

高等裁判所

通信研修
実施機関が
適宜決定

雪
面接研修
実施機関が
適宜決定．

約
250

採用後1年以上の
行H事務官（書記
官又は家裁調査官
の任用資格を有す
る者，総合職(I
種，上級）試験合
格者等を除く。 ）

番号 名 称 目 的 《 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

41 新採用職員研修

■

国民全体の奉仕者と
しての使命を自覚さ
せるとともに裁判所
職員として必要な基
礎的知識を付与し，
裁判所職員にふさわ
しい心構えをかん菱
する。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
むb )
又は

高等裁判所

実施機関が
適宜決定

5日 未定
新たに採用された
職員（総合職採用
職員を除く。 ）



3自庁研修

(1)事務官層

●
Ｂ
Ｅ
Ｅ
■
Ｂ
唇
Ｄ
Ｂ
■
む
ゆ
も
Ｒ
Ｒ
８
ｒ
Ｂ
Ｇ
寸
、
Ｊ
Ｒ
宅
Ｑ
多
β
■
■
Ｅ
●
■
■
－
６
■
■
■
Ｔ
ｃ
Ｑ
ｐ
Ｂ
ｖ
ｆ
０
Ｊ
心
ｒ
９
．
４
も
り
〃
骨
Ｅ
ｇ
－
Ｄ
■
ｒ
５
Ｂ
Ｕ
ｒ
Ｂ
Ｑ
凸
Ｔ
９
Ｉ
日
哩
８
Ｆ
Ｆ
Ｂ
Ｂ
９
Ｄ
Ｑ
Ｊ
２
８
Ｕ
０
Ｊ
９
ｒ
っ
も
公
刊
△
８
Ｊ
Ｕ
Ⅱ
ｒ
Ｐ
ｚ
６
心
９
Ｅ
３
６
６
“
０
８
２
９
Ｂ
Ｄ
Ｂ
ｇ
ｔ
Ｂ
Ｈ
ｇ
ｐ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

、

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

42
ステップアップ
研 修

本格的なジョブロー
テーションが始まる前
にその意蕊を理解さ
せ,動機付けを行うと
ともに，職務遂行能力
の向上を図り，事務局
事務等の一般的な知識
を付与する。

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
迩
又

）
は

高等裁判所

2月から3月ま
での間で実施機
関が適宜決定

3日 未定
採用3年目の行(~）
事務官,行(－肢官

口

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

43
フオローアップ
セミナー

裁判所職員として必要
な基礎的知識を確認さ
せ，幅広い視野で職務

霧爵る篝勢管かん
● ｡

■ ●■

■
缶
。

高等裁判所
地方裁判所
家庭裁判所

①2月及び3月
中で実施機関が
適宜決定
②実施機関の実
情に応じて，①
に定める日に加

え，実施機関が
適宜決定

約
3日
未定
採用後1年程度を
経過した行H事務
官，行H技官 、

44
フレッシュ

セミナー

職員として当面必要な
知識を付与し，職場へ
の円滑な定着を図る｡

高等裁判所
地方裁判所
家庭裁判所

採用後勤務初日
及び2日目

2日 未定
新たに採用された
職員

番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間|人員 対象者

45 高裁ブロック研修

職務遂行に必要な知
識
せ
８
？

技能等を習得さ
執務能力の向上と
職務意職の高揚を図
る 、

裁判所職員
総合研修所
(分室を含
む。 ）
又は．

高等裁判所

実施機関が適宜決定
高裁管内に勤務す
る職員

46

■ 申 寺

自庁研修

知
さ
と
図

な
得
上
を

職務遂行に必要
識，技能等を習
せ，執務能力の向
職務意餓の高揚
る。

最高裁判所
高等裁判所
地方裁判所
家庭裁判所

●

実施機関が適宜決定
最高裁，高地家簡
裁に勤務する職員
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番号 名 称 目 的 実施場所 実施時期 期間 人員 対象者

47 合同実務研究

も
申

◆

●

異なる職種の職員に
裁判所の職種間の連
携，協働に関する研
究を共同してさせる
ことにより，実務の
改善及び向上に寄与
させる。

研究員が
所属する
裁判所

31． 9

～32． 3
7月 未定

書記
等
官，家裁調査官

48 書記官実務研究

書記官実務における
諸問題について，体
系的かつ実証的な研
究をさせることによ
り 9 実務の改善及び
向上に寄与させる。

裁判所職員
総合研修所

31． 4

～32． 3
1年 2 書記官

●
■

o p

ヘ

49

家庭裁判所調査官
実務研究
（個人及び
共同研究）

同 上

(指定研究）
●
●

家廷争汗銅食美鈴6巳

必要な理論及び技法
に関する実証的研究
を行わせることによ
り，調査実務能力の
向上に寄与させる。

■

６

早

■

●

●

研究員が
所属する
家庭裁判BT

研究員が
所属する
家庭裁判所
及び

裁判所職員
総合研修所

31． 7

～32． 3

31． 4

～32． 3

｡

8月

1年

未定

6

(個人研究）

務研修又は家議
実
判

所調査官応用研修を
終了した者
（共同研究）
家裁調査官

家庭裁判所調査官専
門研修を終了した者

50

家庭裁判所調査官
関係機関特別研究
(家事及び少年
関係機関につ
いての研究）

｡

■

巳

b ●

■ ■

同 上

(心身の鑑別にっ
いての研究）

同 上

(更生保護につ
いての研究）

ﾛ

関係機関における業
務の実際に関する研
究を行わせることに

より，調査実務能力
の向上に寄与させ
る ｡

派遣先
関係機関
及び
研究員が
所属する
家庭裁判所

矯正研修所
及び

研究員が
所属する
家庭裁判所

法務総合研
究所及び
研究員が
所属する
家庭裁判所

■

31． 7

32． 3～

32． 2

～3

31． 5

-－7

8月

1月

2月

未定

3

3

家庭裁判所調査官実
務研修又は家庭裁判
所調査官応用研修を
終了した者

家庭裁判所調査官専
門研修を終了した者

家庭裁判所調査官実
務研修又は家庭裁判
所調査官応用研修を
終了した者
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番号 委託庁 名 称 人・ 員

51 人事院 行政研修（課長補佐級）
白

未定

52

53

54

55

56

57

財務省

会計事務職員研修

会計事務職員契約管理研修一

予算編成支援システム研修

予算担当職員初任者研修

決算書作成システム研修

会計監査事務職員研修

未定

58 国税庁 税務大学校本科特別研修 未定

59 総務省 情報システム統一研修 未定



第2養成

1裁判所書記官養成課程

1

2家庭裁判所調査官養成課程

１
１

守 り 今 も ●

屯の

番号 部 。 期 実施時期等 期間 人員 対象者

60
第 一 部
第 16 期

31． 4． 4(木) 入所，第1期研修
7.22(月)～実務修習
10． 1(火)～第2期研修

32． 3． 2(月） 修了

1年 200
第一部入所試験合
格者で，最高裁が
指名したもの

61 第二部

第15期
(2年生）

第16期
(1年生）

30

31

32

●
●
●
●
●
●
０

４
４
９
４
７
０
３
１

●

●

●

5(木
10(火
3(月
1(月
22(月
1(火
2(月

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ヘ
ヘ
ー
ヘ
へ

入所

裁判事務修習
第1期研修
第2期研修
実務修習
第3期研修
修了 ．

●
●
、
●
●
●
●

４
４
９
４
．
７
９
３

■

◆

●

１

２
３

３
３
３

4(木） 入所
9(火)～裁判事務修習
2(月)～第1期研修
1(水)～第2期研修
下旬～実務修習
下旬～第3期研修
1(月） 修了

2年

2年

59

68

第二部入所試験合
格者で，最高裁が
指名したもの

番号 期 実施時期等 期間 人員 対象者

62 第 15 期

30． 4

． 4

5

7

31． 9

32． 3

●
●
●
●
●
●

5（木）
11(水）
7（月）
23(月）
2(月）
2(月）

一
一
・
一
一

入所
実務修習（予修期）
前期合同研修
実務修習
後期合同研修
修了

2年 39

平成30年度採用の
家裁調査官補で,最
高裁が指名したもの

63 第 16 期

31． 4． 4(木） 入所
4,10(水)～実務修習（予修期）
5． 7(火)～前期合同研修
7.22(月)～実務修習

32． 9．上旬～後期合同研修
33． 3． 1(月） 修了

2年 45

｡

平成31年度採用の
家裁調査官補で,最
高裁が指名したもの



半成31年度研修実施計画一覧表(平成30年度との比較表）

’
＆

０
■
６
１
１
日
０
０
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
』
Ｉ
ｆ
３
９
ｒ
Ｌ

！

I
U U I U ロ ■ I D ■ ■

醤甸 研修名等

成31年度

実巌時期 期間 人員

平成30年度

実塗時期 期 田 人員
備考

1 ◎首席書記官研究会 31.9.18(水)～9.19(木） 2 約30 30.6.26(火)～6.27(水） 2 29

2
＠首席家庭
査官研究会

裁判所鯛
第1回

第2回

31.9.5(木)～9.6(金）

31.1』.19(火)～11.20(水）

2

2

8

50

30.9.6(木)～9.7(金）

30.11.20(火)～11.21(水）
己

2

2

7

50

3 ＠事藷局長研究会 32.2.20(木)～2.21(金） 2 約20 31.2.21(木)～2.22(金） 2 24

4 、管理者研究会(組織運営)(※） 31.5.21（火）～5.23(和 3 約60 30.522(火)～5.24(木） 3 70
度は司研と一部合

5
＠次席家庭裁
会

判所岡査官等研究
31.9.25体)～9.27(金） 2･5 未定 30.9.26(水)～9.28(金） 2.5 18

6 、管理者研究会 31.4,15(月)～4.19(金） 5 約1” 30.4.16(月)～4.20(金） 5 92

7 @研修計庫鯉今 32.1.9(木)～1.10(金） 1.5 25 31.1.10体)～1.11(金） 1.5 25

I
。中間管理者

(銭判部)研修

第1回

第2回

第3回

30.10.16(火)～10.19（金）

30.11.13(火)～11.16(金）

31.2.5(火)～2.8(釦

4

4

4

71

69

恋

平成31年度は中間管理着研
修I及びⅡとして実施

G

・中間管理者(事麓局)研修 30.12.11(火)～12.14(金） 4 “
平成3ﾕ年度は中間管理者研
修I及び、として実施

、 、照長補佐研究会 30.12.18(火)～12.19(水） 2 瓢
平成31隼度は中間管理者研
修I及びⅡとして実麓

8 、中間管理者研催1

第1回

第2回

第3回

31.10.15(火)～10.18(金）

32.1.14(火)～1.17(金）

32.2.4(火)～2.7(金）

4

4

4

約80

約80

約80

平成31年度
平成30年度 し

9 ◎中間管理者研修Ⅱ
第1回

第2回

31.10.29(火)～10.31(木）

31.12.10(火)～12.12(木）

3

3

約釦

約切

平成3
平成3

10 ◎主任家庭裁判所題壷官研修 31.6,25(火)～6.28(金） 3.5 未定 30.6.19(火)～6.22(金） 3.5 ”

11 ◎研修指導研

■

究会
第1回

第2回

31.6.5(水)～6.7（金）

31.12.17(火)～12.19(木）

3

3

約50

約如

30.529(火)～5.31(木）

31.1.16(水)～1.18(金）

3

3

45

41

12 ◎実務指

■ G B

導研究会
●
年

民事

刑事

家事

少年

31.5.14(火)～5.15(水）

31.5.14(火)～5.15(水）

31.5.16体)～5.17(金）

○

31.5.16(木)～5.17(金）

2

2

2

2

約40

約40

約35

約25

30.5.8(火)～5.9(水）

30.5.8(火)～5.9(水）

30.5.10体)～5.11("

30.5.10体)～5.11(金）

2

2

2

2

42

32

､36

23

－ ■

■ け

● ■

■ ■

や

Q ■

旬 甸

｡

g o ●

13 ◎家事実務研究会(※） 31､11.6#)～11.8(金） 3 約1m 30.11.7(水)～11.9(金） 3。 100
平成30年度は司研と一郎合
同で実施 ．．

14 ＠少年実務研究会(※） 3上9.11(水)～9.13(金） 3 約1㈹ 30.9.12(水)～9.14(金）
｡ ●

3 99
は司研と一郎合

15
、民事実務
(豪） ．

第1回

第2回

31.6.12体)～6.13(木）

32.1.郵休)～1.24(金）

各2
約50

約50

30.5.30#)～5.31(木）

31.1.24体)～1.25(金）

各2

50

50

平
岡

は司研と一部合

｡

'

16 、刑事実務研究会(※） 31.11,21体)～Il.22(金）
守

2 約50 30.11.28(水)～11.29(木） 2 50
平成30年度は司研と一郎合
同で実施 ．

17. 。…別研究会(※） 31.10.10(木)～10.11(金） 1.5 約50 30.10.11(木)～10.12(金） 1.5 50
礎
蕊
30年度は司研と合同で

18

●

◎家庭銭判所飼査官
特別研修

申

｡

q ■

第1回

第2回

第3回

31.10.四(火)～11.1(金）

31.12,4(水)～12.6(金）

32.1.29(水)～1.31(金）

4

3

3

約“

約40

約如

30.12.4(火)～12.7(金）

31.1.30(水)～2.1(金）

4

3

41

40 平成30年度は2回で実施
●

、 ｡家庭戯判所閏壷官専門研修 30.10.22(月)～10.26(金） 5 49

4 1

19 ◎家庭銭判所鯛査官応用研修
● ｡

31.7.8(月)～7.12（金） 5 未定 30.7.9(月)～7.13(金） 5 ．45

20 ◎遠記官中央研修 31.7.3(水)～7.4(木） 1.5 約20 30.7.5(木)～7.6蜂） 1.5 20

、 ○捻活執行官研究会 30.7.10(火)～7.12(木） 2.5 29
は実施なし

21 ◎執行官実務研究会 32.2.4(火)～2.6(木） 3 未定 31.2.5(火)～2.7(木） 3 21

22 ◎新任耕行官研修 31.5.28(火)～5.31(金） 3.5 未定 30.6.12(火)～6.15(金） 3.5 11

23 、係長等(総務担当)研修 31.10.1(火)～10.3(木） 3
G

約50 30.6.5(火）～6.7(木) ･ 3 51

24 、係長等(人“当)研修 31.10.23(水）～10.25(金） 3 約70 30.6.19")～6.21(木） 3 69



0

ｊ
ｉ
ｆ
ｌ
７
１
り
４
８

26 、研修鑑担当者研修 31.6.18(火)～6.20(木） 3 約40 30.9.19(水)～9.21(金） 3 “

27 、総合職採用職員初任研修 31.4.5(金)～4.9(火) ･ 3 未定 30.4.6（金）～4.10(火） 3 60

28 ＠情報ｾｷｭﾘﾃｨ研修 旬 31.10.8(火)～10.9(水） 1.5 約60 30.10.2(火)～10.3(水） 1.5 66

29

b

◎情報処理研修
第1回

第2回

31.5.21(火)～5.23（木） 。

31.5.28(火)～5.30(木）

3

3

約60

約“

30.5.15(火)～5.17(木）

305.22(火)～5.24体）

3

3

59

“

30

裁判事務支援シズテ

ム(少年事件部分)導
入研修

第1回

第2回

第3回

第4回

31.5913(n)～5.14(火）

31.6.6体)～6.7(金）

31.7.9(火)～7.10(水）

31.9.9(月)～9.10(火）

2

2

2

2

約“

約釦

約50

約50

31 採用拭験事務担当者研究会 31.5.29(水） 1 約”

32

％

。CA研修実務拭駁

前期研修

実務研修

後期研修

31.6.26（水）～7.17(水）

31.7.19(金)～8.21(水）

31.8.23(金)～9.12(木）

15

銅

15

未定

30.6?25(月)～7.13(金）

30.7.17(火)～8.17(金）

30.8."(月)～9.7(金）

19

32

19

59

33
判所鯛変官等

実施機関が適宜決定 1 未定 実施磯関が適宜決定 1 50

34 O新任中問管理者研修 実施織関が適宜決定 5 未定 実施磯関が適宜決定 5 252

35 O害紀官ブラッシュｱｯブ研修
間で実施

10.5 未定
7月から9月までの間で実施
磯関が適宜塗室

10.5 306．

36 O家庭哉判所鯛交官実務研究会 実施槻関が適宜決定 3 未定
●

実施樫関力麹宣決室 3 238

37 O新任係長研修 実施擬関が適宜決定 3 未定 実施観関が適宜決定 3 264

38 O事務官専門研修

■

申

実施槻関が適宜決定 1.5～3 未定 実施樋関力麹宜決定 1.5～3 未定

39 Oジャンプアップ研修 宴瞳躍関が適宜決定 3 未定 実施機関が適宜決定 3 未定

“ ○事務官法律研修．
通侭研修

面接研修

実施機関が適宜決定

実施機関が適宜決定 9～11

約250
実施磯関が適宜決定

実施橇関が適宜快定
ら

9～11

255

41 O新採用職員研修 実飽侭閥力麺宜決定 5 未定 実施機関が適宜決定 5 400

42 ●ステップアップ研修
2月から3月までの間で実飽撮
関が適宜狭定

3 未定
の間で》
。

3 未定

43 ●フォローアップセミナー
b

◆

●

■
①2月及び3月中で実瞳樫函
が適宜決定
②婁歯糧関の実情に応じて，
①に定める日に加え,実唾
関が適宜湊定

約3 未定

①2月及び3月中で実施織関
が適宜決定 ．
②実腫擬関の爽愉に応じて，
①に定める日に加え,実施樋
関が適宜決定．

約3 未定

“ ●フレッシュセミナー 採用初日及び2日･目
●

2 未定 採用初日及び2日目 2 未定

45 ●嵩賊プﾛｯｸ研修 実施機関が適宜決定 実施磯関力麺宜決定

46 ●自庁研修 実施橇関が適宜決定

､

実飽磯関力麹宜決定

47 合間実務研究 31.9～32.3 7月 未定 30.9～31.3 7月 3

48 香記宮実務研究
●

31.4～32.3 1年 2 30.4-31.3 1年 2

49

家庭裁判所関査官実務研究
(個人及び共同研鋤

願
@

上

固定研究）

‐ ●

31.7～32.3

31.4～32.3

8月

1年

未定

6

30.7～31.3

29.4～31.3

8月

2年

2

6

.50

家庭銭判所閏査官関係機関特別
研究(家事及び少

も

ついての研究）
年関係機関に

同

(心身
．上

の鐙別についての研究）

同 上

便生保護についての研究）

31.7～32.3

32.2～3

31.5～7

8月

1月

2月

未定

3

3

30.7～31.3

31.2～3

30.5～7

8月

1月

2月

17

3

3

60 露宮葵成畷秘第一部
4
第16期 31.4.4(木)～32.3.2(月） 1年 2” 30.4.5(木)～31.3.1(金） 1年 189 平成30年度欄は第15期生

61

●

一一一一一一一一一一

第15期
(2年生）

第16期
(1年生）

30.4.5(木)～32,3.2(月）

31.4.4(木)～33.3.1(月）

2年

2年

59

68

”､4.6体)～31.3.1(&)

30.4.5体)～32.3.2(月）

2年

2年

61

59

平成30隼度欄は第ﾕ4期生
■

平成30隼度欄は第15期生
4

巳

62 家裁飼査官養成媒忌第15期 30.4.5体)～32,3.2(月） 2年 39 29.4.6体)～31.3.1(金） 2年 41 平成30年度欄は第14期生

錨
一
家裁飼査官養成録程第16期 31.4.4(木)～33.3.1(月） 2年、 、 45 30.4.5(木)～32.3.2(月） 2竿 39 平成30年度楓は第15期生



平成31年度裁判所職員(裁判官以外)研修

口は自庁研修,口は研究,匠生） 「lは中央研修,口は高裁委嘱 の囚Al世

※このほか各分野における課題への取組の進展状況,喫緊の課題の発生等に応じて,裁判所職員総合研修所長において,別途研修を実施することがある。
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首席家裁調査官研究会’ 首席書_記:官研究会 ’ 事務局長研究会
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